
正
業
と
す
る
義
を
顕
す
な
り
。
(
同
)

と
、
正
行
の
中
の
正
定
業
で
あ
る
称
名
念
仏
こ

そ
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
り
、

正
し
く
浄
土
へ
の
往
生
行
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
。
本
願
章
の
随
文
解
釈
す
る
中
で
、
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
の
は
、

是
の
如
く
往
生
の
行
種
々
不
同
に
し
て
具

さ
に
述
ぷ
べ
か
ら
ず
。
即
ち
今
は
前
の
不

施
・
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
を
選

ぴ
捨
て
て
、
専
称
仏
号
を
選
ぴ
取
る
。
故

に
選
擦
と
云
ふ
也
。

(
『
真
聖
全
』
五
巻
一
五
四
頁
)

に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
つ
い

て、

正
く
選
揮
本
願
の
義
顕
也
。
き
れ
ば
弥
陀

の
本
願
は
専
称
仏
号
也
、
専
称
名
仏
号
の

外
は
往
生
の
正
因
に
非
ず
。
此
義
を
成
ず

る
を
此
集
の
所
詮
と
す
る
也
。
(
同
)

と
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
『
選
択
集
』

の
文
こ
そ
が
選
捧
本
願
の
義
で
あ
る
と
し
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
は
称
名
念
仏
が
往
生
の
正
因
で

あ
り
、
そ
の
他
の
行
は
往
生
の
正
因
で
は
な
い

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
義
こ
そ

が
、
『
選
択
集
』
の
表
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
述
べ

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
章
に
は
、
「
仏
説
無
量
寿
経
』
に
説

か
れ
る
第
十
人
願
と
そ
の
成
就
文
を
次
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
十
方
衆
生
」
と
云
は
、
普
人
悪
人
・
有

智
無
智
・
有
罪
無
罪
・
男
女
・
老
少
、
一

切
有
情
を
摂
す
る
言
也
。
「
至
心
信
楽
欲

生
」
と
云
は
三
信
な
り
、
『
観
経
』
に
説

く
と
こ
ろ
の
三
心
則
是
也
。
所
調
至
心
は

是
至
誠
心
、
是
真
実
心
な
り
。
信
楽
は
探

心
、
こ
れ
深
信
の
心
也
。
欲
生
は
廻
向
発

願
心
、
こ
れ
願
往
生
の
心
な
り
。
「
乃
至

十
念
」
と
云
は
行
体
を
顕
は
す
。
名
号
を

称
す
る
事
上
一
形
を
尽
し
下
十
念
に
い
た

る
ま
で
、
み
な
往
生
の
闘
な
り
。
(
同
一

五
0
1
一
五
一
頁
)

「
諸
有
衆
生
」
と
云
は
十
方
衆
生
な
り
。

「
聞
其
名
号
」
と
云
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を

聞
也
。
「
信
心
」
と
云
は
至
心
也
。
「
歓
喜
」

と
云
は
信
楽
也
。
「
乃
至
一
念
」
と
云
は
、

乃
至
十
念
の
願
な
ほ
一
念
に
至
極
す
る
事

を
顕
は
す
也
。
「
至
心
回
向
」
と
云
は
、

加
来
他
力
の
回
向
な
り
。
「
願
生
彼
国
」

と
云
は
欲
生
の
心
な
り
。
此
三
信
を
発
す

れ
ば
、
如
来
利
他
の
回
向
に
依
て
即
往
生

を
得
と
云
也
。
(
同
一
五
六
頁
)

で
あ
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
事
に
つ
い
て
、
ま

ず
第
十
八
願
文
の
解
釈
は
「
乃
至
十
念
」
が
往

生
の
悶
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
以
外
、
随
文
解

釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に

対
し
て
成
就
文
で
は
、
十
方
衆
生
が
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
名
号
を
聞
き
、
至
心
・
信
楽
・
欲

生
の
三
心
を
発
し
て
乃
至
一
念
す
れ
ば
、
阿
弥

陀
仏
の
利
他
の
同
向
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
正
し
く
先
の

文
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
(
第
十
八
願
)
に
は
称

名
念
仏
一
行
が
往
生
の
正
困
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
表
し
た
上
で
、
こ
の
第
十
八
願
成
就
文
で

は
、
衆
生
が
称
名
念
仏
と
三
心
を
発
す
る
な
ら

ば
如
来
廻
向
よ
り
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

。

平
成
三
十
五
(
二

O
三
三
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
二
)
、

常
設
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件
(
継
続
二
、
新
規

一
己
、
そ
し
て
個
人
研
究
一
件
(
新
規
一
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
三
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
三
三
名
の
協
力
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
る
。

本
研
究
所
は
研
究
事
業
と
し
て
、
仏
教
文
化
講
演
会
を
七
月
十
一
日
に
第
八
十
副
(
「
「
法
滅
」
か

ら
の
再
生
|
東
大
寺
再
建
に
お
け
る
西
行
を
中
心
に
|
」
)
を
、
ま
た
十
一
月
二
十
八
日
に
第
八
十

一
回
「
真
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
|
生
き
る
喜
び
の
成
就
|
」
を
開
催
し
て
い
る
。

研
究
成
果
と
し
て
『
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
二
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
八
編
の

他
、
仏
教
文
化
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。
普
本
叢
書
と
し
て
は
、
『
中
世
歌
書
集
』
(
責
任
編

集
者
大
取
一
馬
氏
て
ま
た
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
『
戒
律
を
知
る
た
め
の
小
辞
典
」
(
責

任
編
集
者
浅
田
正
博
氏
)
、
『
対
人
援
助
を
め
ぐ
る
実
践
と
考
察
』
(
責
任
編
集
者
古
川
悟
氏
)

が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
永
年
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
一
文
を
も

っ
て
も
明
確
で
あ
る
。

因
願
に
は
か
く
の
ご
と
く
十
念
と
説
た
る

を
、
願
成
就
文
に
は
「
乃
至
一
念
」
と
説

け
り
。
是
易
行
の
中
の
易
行
を
顕
は
す
こ

と
ぱ
也
0

・
:
(
中
略
)
:
・
さ
れ
ば
往
生
の

為
に
は
又
別
の
因
な
し
、
至
心
・
信
楽
・

欲
生
の
心
を
以
て
乃
至
一
念
せ
ん
者
、
皆

悉
往
生
す
べ
し
。(

『
真
聖
全
』
五
巻
一
五
一
頁
)

た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
第
三
本
願

章
」
で
は
他
に
も
重
要
な
こ
と
が
多
く
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
総
別
二
願
・

〈

〉

研

究

概

要

報

選
揮
摂
取
・
難
易
勝
劣
・
念
声
是
一
な
ど
で
あ

る
が
、
『
註
解
紗
」
で
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
存
覚
の
『
選
択
集
』
に
対
す
る
問
題
意
識
が

知
何
に
あ
っ
た
か
と
い
う
事
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
論
は
、
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
第
五
二
集
所
載
の
「
指
定
研
究
『
選
揮

註
解
紗
』
の
研
究
」
を
ペ
!
ス
に
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
今
で
は
研
究
途
上
の
も
の
で
あ
り
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
共
同
研
究
の
成
果

と
し
て
発
表
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

主ヒ
仁3
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A

指
定
研
究
(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

ー
、
日
本
語
日
本
文
学
砲
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歎
書
の
研
究
(
三
年
次
)

主
任
・
大
取
一
馬
研
究
員
三
七
名

(
研
究
の
目
的
)
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
年
目
で
は
善
本
叢
書
に
収
め
る
べ
き
典
籍
「
光

剛
百
首
」
、
「
愚
見
抄
」
、
「
詞
字
注
」
、
「
後
鳥
羽
院
自
讃
歌
注
」
、
「
九
代
抄
」

の
五
点
に
関
し
て
、
ま
ず
は
本
学
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
的
な
研
究
を
し
、

諸
伝
本
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
各
図
書
館
に
あ
る
伝
本
を
調
査
し
、
本

学
所
蔵
本
の
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
所
期
の
目

的
は
八
割
程
度
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
の
一
部
は

平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
行
っ
た
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
り
、

仏
教
文
化
研
究
所
の
研
究
叢
書
『
典
籍
と
史
料
』
を
は
じ
め
各
論
文
集
に

掲
載
し
た
。
本
年
度
は
三
年
目
に
入
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
次

の
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
五
月
中
に
善
本
叢
書
を
刊
行
す
べ
く
、
現
在
、
思

文
聞
出
版
で
見
積
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回
の
普
本
叢
書

は
、
解
題
を
含
ん
で
約
六

O
O頁
の
予
定
で
、
『
中
世
歌
書
集
』
と
し
て

刊
行
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

(
研
究
計
画
)
上
記
に
三
年
間
の
研
究
計
画
と
そ
の
方
法
を
略
述
し
た
が
、
本
研
究
で

は
、
実
際
に
資
料
の
内
容
検
討
を
通
し
て
、
伝
本
の
位
置
づ
け
と
、
内
容

上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
各
資
料
を
日
本
和

歌
史
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
も

合
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
は
、
当
該
資
料
の
検
討
だ
け
で
は
な
く
、

広
く
和
歌
史
の
勉
強
も
合
わ
せ
て
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る。
な
お
、
三
年
目
に
善
本
叢
書
を
出
版
し
た
後
、
四
年
目
に
は
、
三
年
間

の
研
究
成
果
と
し
て
研
究
者
全
員
で
原
稿
を
執
筆
し
て
研
究
叢
書
を
出
す

予
定
に
し
て
い
る
。

2
、
真
宗
学
選
揮
註
解
齢
の
研
究
(
二
年
次
)

主
任
・
川
添
泰
信
研
究
員
二
二
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
ま
ず
一
年
目
に
次
の
と
お
り
基
本
資
料
の
収
集
を
す
る
。

写
本
、
『
選
揮
集
註
解
紗
」
在
覚
・
五
巻
五
冊
(
大
宮
図
書
館
写
字
台
文

庫
・
常
楽
台
旧
蔵
本
)

(
研
究
計
画
)

第
一
巻
・
第
二
巻
、
応
永
ご
十
二
年
(
一
四
一
五
)
五
月
、
松
下
隠

士
某
書
写

第
三
巻
、
顕
恵
書
写

第
四
巻
・
第
五
巻
、
寛
正
四
年
(
一
四
六
一
二
)
八
月
、
明
覚
書
写

(
イ
ソ
シ
マ
本
)

写
本
、
『
選
捧
集
註
解
紗
」
(
本
派
本
願
寺
蔵
)

第
一
巻
・
第
四
巻
・
第
五
巻
(
イ
ソ
シ
マ
本
)

第
四
巻
(
顕
恵
本
)

第
一
巻
i
第
五
巻
(
応
永
本
)

版
本
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
壬
寅
年
秋
吉
日
吉
田
庄
左
右
衛
門
板

行版
本
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
壬
寅
年
秋
吉
日
大
阪
心
斎
橋
筋
唐
物

町
北
田
清
左
右
衛
門

二
年
目
に
は
、
資
料
の
比
較
研
究
な
ら
び
に
底
本
の
翻
刻
を
す
る
。

三
年
目
に
は
、
研
究
の
総
括
と
論
文
執
筆
を
す
る
。
最
終
的
に
は
、
『
善

本
叢
書
』
と
し
て
出
版
す
る
。

本
研
究
は
、
写
本
、
「
選
揮
集
註
解
紗
』
在
覚
・
五
巻
五
冊
(
大
宮
図

書
館
写
字
台
文
庫
・
常
楽
台
旧
蔵
本
)

第
一
巻
・
第
二
巻
、
応
永
二
十
二
年
(
一
四
一
五
)
五
月
、
松
下
隠

士
某
書
写

第
三
巻
、
顕
恵
書
写

第
四
巻
・
第
五
巻
、
寛
正
四
年
八
月
、
明
覚
書
写

を
底
本
と
し
観
刻
を
行
う
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
写
本
、
『
選
揮
集
註
解

紗
』
(
本
派
本
願
寺
蔵
)

第
一
巻
・
第
四
巻
・
第
五
巻
(
イ
ソ
シ
マ
本
)

第
四
巻
(
顕
恵
本
)

第
一
巻
1
第
五
巻
(
応
永
本
)

版
本
、
寛
文
二
年
壬
寅
年
秋
吉
日
吉
田
庄
左
右
衛
門
板
行

版
本
、
寛
文
二
年
壬
寅
年
秋
吉
日
大
阪
心
斎
橋
筋
唐
物
町
北
田
清
左

右
衛
門

の
写
本
お
よ
び
版
本
を
参
考
に
し
て
行
う
。
な
お
、
そ
の
他
『
選
揮
集
註

解
紗
』
は
『
浄
土
宗
全
書
」
八
巻
(
四
六
九

1
五
三

O
)
に
も
収
載
さ
れ

戸、M



て
い
る
が
、
何
本
に
よ
っ
た
の
か
解
説
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

研
究
に
つ
い
て
は
、
法
然
が
明
ら
か
に
し
た
『
選
揮
集
」
に
つ
い
て
は
、

法
然
浄
土
教
が
宗
派
と
し
て
展
開
す
る
過
程
に
お
い
て
、
門
弟
に
お
い
て

種
々
の
解
説
書
が
示
さ
れ
て
き
た
。
親
鴛
門
流
に
お
い
て
、
存
覚
の
「
選

揮
集
註
解
紗
』
は
も
っ
と
も
初
期
の
『
選
揮
集
』
理
解
で
あ
り
、
『
選
揮

集
』
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
滞
土

教
の
理
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

と
共
に
、
真
宗
初
期
の
浄
土
教
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

B

共
同
研
究

1
、
仏
教
学
観
一
切
有
部
思
想
史
の
文
献
学
的
考
察
(
二
年
次
)

主

任

・

青

原

令

知

研

究

員

四

名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
説
一
切
有
部
の
思
想
史
に
つ
い
て
文
献
学
的
考
察
を
通
じ
て

解
明
し
、
個
々
に
独
立
し
た
論
書
群
を
一
つ
の
糸
に
繋
ぎ
あ
わ
せ
、
従
来

の
研
究
に
よ
っ
て
も
な
お
不
明
確
で
あ
っ
た
思
想
史
の
流
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
最
終
日
的
で
あ
る
。

現
在
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
研
究
が
高
度
に
多
様
化
、
細
分
化
し
て
い
る

中
、
説
一
切
有
部
研
究
に
お
い
て
は
、
『
倶
舎
論
』
と
そ
の
駐
釈
文
献
、

『
婆
沙
論
』
周
辺
の
諸
論
書
、
六
足
論
の
三
つ
の
論
書
群
に
そ
の
研
究
領

域
が
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
は
思
想
史
的
に
見
れ
ば
、
確
立
期
↓
発
展
期
↓

禦
明
期
と
い
う
発
達
段
階
を
表
わ
し
、
そ
れ
ら
の
聞
の
関
係
性
も
種
々
に

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
党
文
な
ど
の
新
出
資
料
の
文
献
研
究

が
進
む
中
、
よ
り
徹
密
な
文
献
批
判
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来

の
文
献
に
基
づ
く
見
解
も
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
ま
た
古
来
よ
り
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
文
献
の
中
で
あ
っ
て
も
い

ま
だ
に
全
貌
が
明
か
さ
れ
て
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
上
述
の
三
つ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

文
献
批
判
を
行
な
い
、
当
該
分
野
の
研
究
者
の
た
め
に
資
す
る
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
り
有
部
思
想
史
の
断
面
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
当
面
の
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
に
集
約
す
る
。

一
、
従
前
の
複
数
の
共
同
研
究
の
成
果
に
よ
り
本
学
に
将
来
さ
れ
た
、
十

数
点
に
及
ぶ
倶
舎
論
関
係
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
諸
写
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ

イ
ル
ム
複
製
は
、
そ
れ
以
降
整
理
さ
れ
ぬ
ま
ま
手
っ
か
ず
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
入
手
し
う
る
写
本
複
製
の
網
羅
的
な
収
集
を
目

指
し
な
が
ら
、
数
点
が
い
ま
だ
未
入
手
で
あ
る
。
こ
の
倶
舎
論
関
係

の
写
本
資
料
の
整
理
が
急
務
で
あ
る
。

二
、
説
一
切
有
部
教
学
史
の
上
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
『
婆
沙
論
』
の

成
立
史
を
探
る
た
め
、
ニ

O
O巻
全
体
を
情
隙
で
き
る
よ
う
な
資
料

を
作
成
し
、
各
輩
・
節
の
新
古
を
明
ら
か
に
し
て
成
立
事
情
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
。

三
、
禦
明
期
の
い
わ
ゆ
る
六
足
論
は
、
そ
れ
を
研
究
対
象
と
す
る
学
者
が

少
な
く
、
不
明
確
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
特

に
『
倶
舎
論
』
時
代
ま
で
展
開
す
る
用
語
の
変
遷
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
思
想
史
の
最
初
の
流
れ
を
解
明
す
る
。

二
年
目
に
あ
た
る
本
年
度
は
初
年
度
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
上
記
一
の
テ

ー
マ
は
暫
く
凍
結
し
て
こ
を
重
点
的
に
進
め
、
資
料
の
収
集
と
整
理
に
努

め
る
と
と
も
に
三
も
随
時
並
行
し
て
考
察
を
加
え
る
。

(
研
究
計
画
)
一
、
倶
舎
論
関
係
写
本
に
つ
い
て
、
未
入
手
の
写
本
複
製
は
早
急
に
入
手

す
べ
く
関
係
機
関
と
交
渉
し
、
す
べ
て
の
写
本
複
製
を
完
備
し
た
い
。

同
時
に
現
有
資
料
の
整
理
、
特
に
称
友

q
g
o邑
可
旦
の
倶
舎
論
註

(
印
喜
ロ
仲
間
同
町
旦
の
諸
写
本
の
校
合
作
業
も
進
め
る
。
将
来
的
に
あ
ら

た
な
校
訂
本
の
出
版
も
視
野
に
置
き
、
当
面
は
従
前
に
懸
案
で
あ
っ

た
第
九
章
破
我
品
の
校
舎
か
ら
着
手
す
る
。

二
、
『
婆
沙
論
』
三
訳
お
よ
び
関
係
諸
本
を
対
校
し
、
試
訳
を
与
え
た
対

照
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

三
、
六
足
論
お
よ
び
発
智
論
に
み
ら
れ
る
仏
教
用
語
を
定
義
づ
け
た
部
分

を
抽
出
し
、
用
詩
集
を
作
る
。
こ
こ
で
は
上
の
資
料
の
中
か
ら
も
並

行
し
て
抽
出
作
業
を
行
な
い
、
将
来
的
に
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
語
辞

典
の
よ
う
な
も
の
の
完
成
を
目
指
す
。

研
究
目
的
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
年
度
は
暫
く
一
を
凍
結
し
、
二
、
三

に
つ
い
て
重
点
的
に
遂
行
す
る
。

2
、
真
宗
学
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
(
二
年
次
)

主

任

・

殿

内

恒

研

究

員

七

名

(
研
究
の
目
的
)
江
戸
幕
府
は
宗
教
統
制
政
策
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
諸
宗
派
の
学
問
を
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(
研
究
計
画
)

奨
励
し
た
が
、
実
際
の
宗
学
研
錆
は
、
研
究
教
授
機
関
の
整
備
、
修
学
体

系
の
制
度
化
、
さ
ら
に
は
印
刷
技
術
や
出
版
事
業
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
本
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を
手
が
か

り
に
窺
う
も
の
で
あ
る
。

三
業
惑
乱
は
、
本
願
寺
派
第
六
代
能
化
功
存
(
一
七
二
O
|
一
七
九
六
)

が
著
し
た
『
顧
生
帰
命
弁
』
(
一
七
六
四
刊
)
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
る
。
や
が
て
天
明
年
間
に
な
る
と
、
大
麟
(
生
没
年
不
詳
)

や
宝
厳
(
生
没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
批
判
書
が
出
さ
れ
、
以
後
十
数
年
に

わ
た
り
、
主
と
し
て
批
判
論
駁
害
の
刊
行
を
通
し
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
『
願
生
帰
命
弁
」
と
、
そ
の
論
駁

書
で
あ
る
大
蔵
(
一
七
五
九
|
一
八
O
四
)
の
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』

(
一
八
O
一
刊
)
の
み
に
研
究
が
集
中
し
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版

さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
綴
本
の
ま
ま
制
刻
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

本
計
画
は
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
註
釈
的
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

三
業
惑
乱
に
関
連
す
る
第
一
次
資
料
群
を
広
く
公
開
し
、
研
究
の
一
助
と

す
る
こ
と
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次
目
標
で
あ
り
、
従
来
の
研

究
で
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
論
争
に
関
す
る
書
籍
群
の
内
容
研

究
を
行
う
こ
と
が
第
二
次
目
様
で
あ
る
。

こ
の
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
こ
O
O
八
年
度
以
降
、
共
同
研

究
・
個
人
研
究
を
通
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
連
資
料
の
収

集
、
翻
刻
並
び
に
註
釈
的
研
究
を
継
続
し
て
き
た
。
二

o=二
年
度
も
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
成
果
の
上
に
、
よ
り
包
括
的
な
研

究
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
関
連
資
料
の
収
集
と
、
収
集
資
料
の

翻
刻
並
び
に
註
釈
的
研
究
に
向
け
、
二
O
一
二
年
度
に
引
き
続
き
共
同
研

究
を
申
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
O
O
八
年
度
以
降
、
功
存
『
願
生
帰
命
弁
』
刊
本
に
加
え
て
、
原
稿

本
・
草
稿
本
の
資
料
収
集
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
註
釈
的
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
関
連
資
料
の
収
集
に
基
づ
い
て
、
『
願
生
帰

命
弁
』
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
デ

l
タ
作
成
並
び
に
註
釈
的
研
究
、

第
一
次
批
判
書
へ
の
学
林
側
か
ら
の
論
駁
書
の
翻
刻
デ

l
タ
作
成
並
び
に

註
釈
的
研
究
、
加
え
て
『
繍
超
直
道
金
剛
鉾
』
原
稿
本
に
あ
た
る
諸
本
や

善
意
(
芳
山
)
関
連
諸
本
の
収
集
並
び
に
比
較
検
討
等
を
行
っ
て
き
た
。

二
O
二
一
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
関
連
資
料
の
収
集
、

翻
刻
デ

l
タ
の
作
成
と
並
行
し
て
、
三
業
惑
乱
に
お
け
る
論
争
の
全
体
像

の
解
明
を
目
指
し
、
継
続
的
な
研
究
会
等
を
通
し
て
、
第
一
次
批
判
書
、

論
駁
書
、
第
二
次
批
判
書
等
の
関
連
各
資
料
の
明
確
な
位
置
づ
け
に
向
け

た
、
詳
細
な
註
釈
的
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

3
、
臨
床
心
理
学
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
・
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主

任

・

吉

川

悟

研

究

員

一

O

名

(
研
究
の
目
的
)
多
く
の
人
は
大
な
り
小
な
り
悩
み
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る
。
同
時
に
、

長
い
歴
史
を
か
け
て
人
々
は
悩
み
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
模
索
し
て
き

た。
悩
み
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
人
間
の
悩
み
は
大
き
く
分
け

て
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
宗
教
的
な
悩
み
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
心
理
的

な
悩
み
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
的
な
悩
み
は
、
仏
教
で
い
う
四
苦
八
苦
す
な

わ
ち
生
苦
、
老
昔
、
病
苦
、
死
昔
、
愛
別
離
苦
、
怨
憎
会
苦
、
求
不
得
昔
、

五
重
盛
苦
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
死
に
対
す
る
悩
み
が
中
心
で
あ
り
す

べ
て
の
人
々
に
共
通
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
心
理
的
な
悩
み
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
個
々
の
悩
み
で
あ
り
、
こ
の
世
を
如
何
に
生
き
て
い
く
の

か
が
中
心
と
な
る
。

従
来
の
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
悩
み
に
対
し
て
の
解
決
方
法
は
、
各
々

の
檀
家
寺
の
住
職
に
相
談
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
人
々

の
悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、
一
定
の

知
識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
臨
床
心
理
学
的
ア
プ
ロ

ー
チ
(
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
)
と
い
う
概
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し
て
き
た
。

我
々
は
二
O
一
一
年
度
、
二
O
一
二
年
度
と
継
続
研
究
を
行
い
そ
の
結

果
、
生
死
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
な
悩
み
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
日
常

生
活
を
中
心
と
し
た
心
理
的
悩
み
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
技
法
的
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(
研
究
計
両
)

な
相
違
点
が
あ
る
も
の
の
、
悩
み
の
本
質
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、
心

理
的
な
悩
み
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
宗
教
的
な
悩
み
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
へ
と
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
連
続
性
を
見
出

し
た
。
そ
こ
で
、
本
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
す
る
べ

く
、
宗
教
活
動
と
悩
み
の
相
談
活
動
の
統
合
を
試
み
、
そ
の
モ
デ
ル
を
提

示
し
た
い
。

〈二

O
一
一
年
度
〉

宗
教
的
悩
み
と
心
理
学
的
悩
み
の
接
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
理
論
的
に

解
明
し
た
。

具
体
的
に
は
「
臨
床
に
お
け
る
気
付
き
と
宗
教
に
お
け
る
目
覚
め
(
二

O
一
一
)
」
に
お
い
て
、
そ
の
悩
み
の
内
容
は
、
宗
教
的
悩
み
は
人
類
共

通
の
人
間
と
し
て
の
本
質
的
な
悩
み
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
心
理
的
悩
み

は
、
個
人
的
な
日
常
生
活
上
の
悩
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈二

O
一
二
年
度
〉

こ
れ
ら
の
異
な
る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
特

に
仏
教
に
よ
る
も
の
を
、
人
と
人
聞
を
超
え
た
も
の
の
智
慧
と
の
関
係
と

し
て
'
心
理
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
を
、
人
と
人
と
の
関
係
と
し

て
分
析
し
、
宗
教
的
悟
り
を
「
目
覚
め
」
と
し
、
心
理
的
解
決
を
「
気
づ

き
」
と
し
て
、
比
較
検
討
を
し
た
。
そ
の
結
果
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

日
常
生
活
上
の
悩
み
は
、
悩
み
を
持
つ
人
自
身
の
「
気
づ
き
」
に
よ
り

解
決
す
る
が
、
す
ぐ
に
ま
た
新
し
い
悩
み
が
生
じ
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

新
た
な
「
気
づ
き
」
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
悩
み
と
「
気
づ
き
」
は
連

環
し
て
い
る
。
一
方
、
人
類
共
通
の
本
質
的
な
悩
み
は
、
人
聞
を
超
え
た

も
の
の
智
慧
に
よ
り
「
目
覚
め
」
さ
せ
ら
れ
解
決
し
、
そ
し
て
そ
の
「
目

覚
め
」
は
た
だ
一
度
で
あ
り
、
再
度
の
悩
み
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
一
方
向
性
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈
本
年
度
〉

こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
よ
り
、
悩
み
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、

ま
ず
日
常
生
活
上
の
悩
み
に
対
す
る
心
理
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
と

し
、
次
に
人
類
共
通
の
本
質
的
な
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

へ
と
つ
な
い
で
い
く
必
要
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
こ
で
「
気
づ
き
」
か
ら

「
目
覚
め
」
に
む
け
た
相
談
活
動
モ
デ
ル
を
提
示
す
べ
く
、
仏
教
と
心
理

学
の
理
論
的
検
討
と
、
実
際
の
相
談
活
動
に
よ
る
事
例
検
討
を
行
う
。

4
、
仏
教
学
鎌
倉
期
の
東
大
寺
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
研
究
(
一
年
次
)

主

任

・

藤

丸

要

研

究

員

四

名

(
研
究
の
目
的
)
鎌
倉
時
代
は
政
治
・
経
済
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
界
に
お
い
て
も
様
々
な

展
開
を
示
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
興
起
は
言
う

に
及
ぱ
ず
、
伝
統
仏
教
界
に
お
い
て
も
新
た
な
展
開
を
認
め
る
こ
と
が
で

ゑヨ。。そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
仏
教
の
大
本
を
自
負
し
て
い
た
東
大
寺
は
、
治

承
四
年
(
一
一
人

O
)
に
平
重
衡
に
よ
る
南
都
焼
討
と
い
う
大
惨
事
に
見

舞
わ
れ
る
。
東
大
寺
は
大
仏
殿
を
は
じ
め
、
主
要
建
築
の
ほ
と
ん
ど
を
焼

失
す
る
に
至
り
、
法
華
堂
・
二
月
堂
・
転
害
門
・
正
倉
院
以
外
は
す
べ
て

灰
憧
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
重
源
(
一
一
二
六

1
一
二

O
六
)

を
先
頭
に
、
伽
藍
の
復
興
お
よ
び
教
学
の
復
興
が
は
か
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
復
興
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
特
に
教
学
面
に
お

い
て
は
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
東
大
寺
に
つ
い
て
特
に
南
都
焼
討

後
の
教
学
復
興
に
つ
い
て
、
そ
の
前
後
の
様
相
を
中
心
に
、
東
大
寺
に
遣

さ
れ
て
い
る
古
文
献
を
活
用
し
つ
つ
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
さ
ら

に
、
東
大
寺
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
伽
藍
お
よ
び
教
学
と
も
に
中
国
宋
代

の
仏
教
か
ら
の
強
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
故
に
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
、

特
に
華
厳
教
学
を
中
心
に
東
大
寺
に
与
え
た
影
響
を
も
考
察
し
て
研
究
を

進
め
て
行
き
た
い
。

な
お
、
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
資
料
に
加
え
て
新

資
料
で
あ
る
諸
「
論
義
」
等
の
古
文
献
を
用
い
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
よ

り
、
東
大
寺
に
お
け
る
教
学
復
興
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
所
存
で

あ
る
。本

研
究
に
お
い
て
は
、
以
下
の

4
点
よ
り
検
討
し
考
察
を
加
え
て
い
き

た
い
。ま

ず
、
第
一
に
東
大
寺
の
華
厳
に
つ
い
て
で
あ
る
。
東
大
寺
は
八
宗
兼

学
の
道
場
で
は
あ
る
が
、
華
厳
を
も
っ
て
根
本
と
為
し
て
い
る
。
そ
の
華

厳
は
、
従
来
尊
勝
院
を
中
心
に
研
鋪
が
為
さ
れ
て
き
た
が
、
鎌
倉
時
代
の

。。

(
研
究
計
画
)



C
常
設
研
究

1
、
仏
教
史
学

学
者
擁
然
(
一
二
四

O
l
-
-三
一
二
以
後
は
、
彼
が
住
し
た
戒
壇
院
も

華
厳
の
道
場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
大

寺
に
お
け
る
尊
勝
院
と
戒
壇
院
の
両
華
厳
に
つ
い
て
、
東
大
寺
図
書
館
等

に
蔵
さ
れ
て
い
る
論
義
な
ど
の
古
文
献
を
用
い
つ
つ
検
討
し
て
行
き
た

・ν
次
に
、
日
本
華
厳
の
も
う
一
つ
の
流
れ
と
し
て
の
高
山
寺
華
厳
に
つ
い

て
も
論
究
し
て
行
く
。
高
山
寺
華
厳
は
明
恵
上
人
高
弁
(
一
一
七
三

1
一

二
三
二
)
に
代
表
さ
れ
、
密
教
的
実
践
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
高
弁
は
東
大
寺
に
学
ん
だ
景
雅
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、

高
山
寺
華
厳
と
東
大
寺
の
華
厳
が
別
系
統
と
み
る
に
は
疑
念
が
残
る
。
そ

の
た
め
に
、
高
山
寺
の
華
厳
学
の
再
検
討
の
た
め
に
、
古
文
献
等
を
用
い

つ
つ
解
明
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

第
三
に
、
東
大
寺
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
期
は
戒
律
の
復
興
が
叫
ば
れ
た

時
代
で
も
あ
っ
た
。
泉
涌
寺
の
俊
都
三
二
ハ
六

1
一
二
一
一
七
)
が
将
来

し
た
北
京
律
は
南
都
の
南
京
律
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
律
宗
の
再
興
期
に

結
び
つ
い
て
行
く
。
し
か
し
、
東
大
寺
に
は
戒
壇
院
が
存
在
し
、
律
の
根

本
道
場
と
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
教
学
に
つ
い
て
は
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
東
大
寺
等
に
適
さ
れ
て
い
る
古

文
献
を
解
説
し
つ
つ
、
検
討
を
加
え
て
行
き
た
い
。

最
後
に
、
当
時
の
東
大
寺
の
教
学
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
が
、

中
国
宋
代
の
仏
教
で
あ
る
。
先
述
の
俊
布
等
の
入
宋
に
よ
っ
て
、
新
た
な

仏
教
が
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
特
に
東
大
寺
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
結
実
し
て
行
っ
た
の
か
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
今
回

は
、
特
に
華
厳
の
分
野
に
お
い
て
、
中
国
で
の
華
厳
教
学
が
如
何
に
し
て

東
大
寺
華
厳
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
検
討
し
て
行
く
予
定
で

あ
る
。な

お
、
東
大
寺
閲
書
館
か
ら
『
肝
要
抄
』
、
『
華
厳
宗
問
題
略
文
義
抄
』
、

『
華
厳
宗
論
題
』
、
「
勧
学
講
論
義
題
』
等
お
よ
び
智
積
院
所
蔵
の
『
華
厳
五

教
章
』
注
釈
書
等
は
す
で
に
収
集
し
て
お
り
、
翻
刻
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

親
鷲
像
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
研
究
(
三
年
次
)

主

任

・

赤

松

徹

輿

研

究

員

十

名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
親
鷲
像
の
歴
史
的
変
遷
を
文
献
・
図
像
等
の
史
料
を
精
練

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
遷
の
な
か
に
親
鷺
像
の
社
会
的
定

着
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
世
で
の
親
鷺

の
実
像
を
起
点
に
、
そ
の
後
の
親
鷺
像
は
同
時
に
教
団
形
成
に
関
わ
っ
て

親
鴛
像
が
描
か
れ
、
記
録
さ
れ
、
社
会
的
に
定
着
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
教
団
形
成
に
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
親
鴛
像
は
、
近
代
以
降
の
歴

史
観
の
多
様
性
に
と
も
な
っ
て
、
教
聞
が
形
成
し
て
き
た
親
鴛
像
と
は
相

違
す
る
親
鴛
像
が
描
か
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で
、
本
研
究
は
、
親
鷺
像
の
歴
史
的
変
遣
を

文
献
・
図
像
な
ど
の
検
討
か
ら
、
歴
史
的
過
程
・
背
景
と
と
も
に
親
鷲
像

の
歴
史
的
変
遷
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
親
鷺
像
の
宗
教
的
立
場

と
歴
史
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
研
究
の
知
見
を
提
起
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
年
度
は
、
親
鴛
像
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
文
献
・
図

像
な
ど
の
分
析
・
検
討
を
加
え
て
、
中
間
報
告
を
重
ね
る
こ
と
と
す
る
。

コ
一
年
度
目
と
な
る
本
年
は
、
親
鴛
像
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
文
献
・

閃
像
な
ど
の
分
析
・
検
討
に
基
づ
い
て
、
研
究
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
、

中
間
報
告
を
重
ね
て
、
と
り
ま
と
め
を
行
う
。
。

本
研
究
は
、
親
鴛
像
の
実
像
を
起
点
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
親
鷺
像
の
実
像
を
十
三
世
紀
の
歴
史
社
会
お
よ
び
親
鷺
を

取
り
巻
く
仏
教
的
環
境
を
踏
ま
え
て
、
専
修
念
仏
に
帰
依
し
て
生
涯
を
歩

ん
だ
親
鷺
の
実
像
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
親
鴛
像
の
歴
史
的
変
遷
を
分

析
す
る
に
は
、
諸
本
が
あ
る
『
親
鷲
伝
絵
』
の
親
鴛
像
を
分
析
・
検
討
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
「
鏡
御
影
」
な
ど
の
影
像
や
木
像
な
ど
の
検
討
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
後
の
教
団
形
成
の
な
か
で
親
鴛
像
は
、
一
定
の
定
ま
っ

た
親
鷺
像
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
を
推
進
す
る

に
は
、
文
献
・
記
録
・
図
像
な
ど
の
収
集
に
よ
る
親
鴛
像
の
整
理
が
必
要

と
な
る
た
め
、
組
織
的
な
研
究
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
際
、
親
鷺
像
の
検
証
に
は
、
親
鷺
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
と
の
関
係

が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
方
法
意
識
を
も
っ
て
整

理
す
る
。

(
研
究
計
画
)
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さ
ら
に
、
近
代
の
歴
史
社
会
は
、
歴
史
像
の
多
様
性
を
生
み
だ
し
、
教

団
の
描
い
た
親
鷲
像
を
相
対
化
す
る
親
鷲
像
が
語
ら
れ
、
記
録
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
多
様
な
親
鷺
像
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
文
献
・
記

録
な
ど
の
収
集
、
整
理
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
研
究
に
は
、
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
親
鷺
像
の
整
理

が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
史
料
調
査
等
を
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

2
.
真
宗
学
筒
苔
大
学
図
書
館
蔵
真
宗
古
文
献
の
研
究
(
二
年
次
)

主

任

・

内

藤

知

康

研

究

員

二

二

名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
図
書
館
に
は
、
真
宗
関
係
の
貴
重
な
古
文
献
が
多
数
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
他
図
書
館
に
例
を
見
な
い
本
学
凶
書
館
の
特
徴
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
古
文
献
は
、
主
に
大
宮
西
費
書
庫
、
写
字
台
文
庫
、
新
写

字
台
文
庫
、
龍
谷
蔵
等
に
わ
た
っ
て
収
蔵
・
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
ま
だ
そ
の
資
料
的
価
値
や
思
想
内
容
に
関
す
る

評
価
が
、
十
分
で
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
文
献
も
少
な
く
な
い
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

注
目
す
べ
き
真
宗
古
文
献
を
取
り
上
げ
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る

基
礎
的
な
文
献
研
究
を
通
し
て
、
今
後
の
真
宗
学
研
究
の
更
な
る
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
真
宗
古
文
献
」
と

は
、
基
本
的
に
江
戸
時
代
ま
で
の
真
宗
関
係
の
写
本
な
ら
び
に
版
本
を
意

図
し
て
い
る
。

初
年
度
(
二

O
一
二
年
度
)
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
を
中
心
と
し
た
真
宗
古
文
献
に
関
す
る
研
究
成

果
・
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
研
究
状
況
の
把
握
と
整
理
を
行
う
。
ま

た
、
研
究
員
相
互
の
研
鋪
を
目
的
と
し
た
真
宗
古
文
献
に
関
す
る
研
究
会

を
行
う
(
必
要
に
応
じ
外
部
講
師
を
招
聴
す
る
)
と
と
も
に
、
研
究
談
話

会
を
開
催
し
て
広
く
意
見
交
換
を
行
う
。

次
年
度
(
二

O
二
二
年
度
)
は
、
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集
と
整
理
、

真
宗
古
文
献
に
関
す
る
研
究
会
、
研
究
談
話
会
の
開
催
を
継
続
し
つ
つ
、

研
究
対
象
と
す
べ
き
文
献
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ら
び
に
個
々
の
文
献
研
究

を
進
め
て
い
く
。

最
終
年
度
(
二

O
一
四
年
度
)
は
、
個
々
の
文
献
研
究
の
継
続
と
と
も

(
研
究
計
画
)

に
、
研
究
談
話
会
等
の
開
催
を
通
し
て
そ
の
成
果
を
共
有
し
、
さ
ら
に
深

め
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
各
種
学
会
で
の
研
究
発
表
・
論
文
執
筆
を
行
い
、

最
終
的
な
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
資
料
収
集
の
整
理
を
行
う
。

3
、
仏
教
学
仏
教
写
本
の
文
献
学
的
研
究
(
ニ
年
次
)

主

任

・

若

原

雄

昭

研

究

員

三

九

名

(
研
究
の
目
的
)
仏
教
研
究
は
先
ず
何
よ
り
も
確
実
な
文
献
学
的
研
究
の
上
に
進
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
文
献
学
的
研
究
は
厳
密
な
写
本
資
料
批
判
に
も
と
づ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
、
西
城
仏
教
、
そ
し
て
日
本
・
中
国
仏
教
を
専
門
領
域
と
す
る
仏
教
学

科
教
員
が
一
体
と
な
り
、
学
外
の
専
門
研
究
者
と
も
連
携
し
つ
つ
、
本
学

所
蔵
の
豊
富
な
資
料
を
活
用
し
又
広
く
国
内
外
に
新
資
料
を
求
め
な
が

ら
、
各
々
の
分
野
に
お
け
る
学
的
基
礎
と
な
る
写
本
資
料
に
関
す
る
共
同

研
究
を
展
開
し
、
以
て
斯
学
の
一
一
層
の
発
展
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
。イ

ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
領
域
で
は
、
現
在
中
国
西
戴
自
治
区
で

次
々
と
再
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
党
語
仏
典
写
本
を
中
日
両
国
の
研
究
者
が

協
力
し
て
研
究
す
る
体
制
を
確
立
し
、
写
本
の
批
判
的
校
訂
出
版
な
ど
を

通
じ
て
世
界
の
仏
教
学
界
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
研
究
分
担
者
桂

の
数
年
来
の
努
力
に
よ
っ
て
、
西
戴
僧
院
に
保
存
さ
れ
て
き
た
党
文
写
本

写
真
・
画
像
デ
l
タ
を
保
管
す
る
北
京
の
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
本
学
と

の
緊
密
な
学
術
交
流
は
既
に
軌
道
に
乗
り
、
一
一

O
一
一
年
秋
に
両
者
間
の

正
式
な
学
術
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
期
間
内
の
具
体
的
・
個
別
的
な
目
標

は
、
下
記
の
研
究
計
画
・
方
法
欄
に
お
い
て
写
本
の
研
究
や
出
版
計
画
と

し
て
後
述
す
る
如
く
で
あ
る
。
西
域
分
野
に
於
て
は
、
大
谷
探
検
隊
将
来

写
本
資
料
を
主
た
る
対
象
に
、
国
内
外
の
同
種
資
料
と
も
比
較
対
照
し
つ

つ
継
続
し
て
研
究
し
て
行
く
。
日
本
仏
教
の
分
野
に
於
い
て
は
、
天
台
、

浄
土
教
、
法
相
唯
識
、
華
厳
宗
関
連
の
写
本
を
所
蔵
す
る
諸
寺
・
図
書
館

の
所
蔵
調
査
と
研
究
を
進
め
る
。
中
国
仏
教
の
分
野
で
は
、
漢
訳
経
論
写

本
を
中
国
仏
教
教
学
史
と
の
関
連
に
留
意
し
っ
て
ま
た
地
理
的
・
時
代

的
状
況
を
反
映
す
る
石
刻
経
論
と
比
較
し
な
が
ら
研
究
す
る
。

主
た
る
研
究
目
的
で
あ
る
中
国
蔵
学
研
究
中
心
と
本
学
と
の
人
的
交
流

を
更
に
推
進
す
る
。
桂
・
若
原
阿
名
に
他
の
研
究
者
を
加
え
て
問
中
心
訪

-10-

(
研
究
計
画
)



聞
を
重
ね
交
流
の
実
を
挙
げ
る
。
二

O
一
一
一
一
年
度
中
に
戴
学
中
心
か
ら
の

招
聴
が
確
定
し
て
い
る
の
は
、
沼
田
奨
学
金
受
給
を
申
請
中
の
同
助
理
研

究
員
投
先
加
博
士
で
あ
る
が
、
他
に
も
引
き
続
き
中
心
側
か
ら
派
遣
さ
れ

る
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。
二

O
一
二
年
度
中
に
来
学
す
る

問
中
心
の
ダ
ン
ド
ゥ
ル
所
長
、
李
副
宇
竹
研
究
員
、
羅
鴻
副
研
究
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ア
テ
ィ
シ
ャ
著
作
の
研
究
、
『
入
中
論
』
及
び
他
の
新
写
本
『
阿

昆
達
磨
集
論
』
、
後
期
イ
ン
ド
仏
教
諭
書
新
写
本
の
研
究
を
進
め
、
そ
の

成
果
を
逐
次
蔵
学
研
究
中
心
か
ら
刊
行
し
て
い
く
。
李
・
藤
田
両
氏
に
よ

る
五
百
煩
般
若
経
党
文
写
本
校
訂
出
版
計
画
は
二

O
二
一
年
度
中
に
校
訂

作
業
を
終
え
て
、
二

O
一
三
年
度
に
は
出
版
の
予
定
で
あ
る
。
写
本
の
種

別
に
応
じ
て
、
党
語
仏
典
写
本
研
究
の
第
一
人
者
仏
教
大
学
松
田
和
信
教

授
、
既
に
蔵
学
研
究
中
心
か
ら
写
本
校
訂
出
版
の
実
績
の
あ
る
人
文
情
報

学
研
究
所
主
席
研
究
員
苫
米
地
等
流
博
士
、
中
観
仏
教
研
究
の
権
威
で
あ

る
東
京
大
学
斉
藤
明
教
授
、
浬
繋
経
他
大
乗
組
典
研
究
の
第
一
人
者
同
下

回
正
弘
教
授
、
西
戴
僧
院
伝
来
の
写
本
研
究
で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
加

納
和
雄
高
野
山
大
学
助
教
、
ネ
パ

1
ル
写
本
を
中
心
と
し
て
党
文
写
本
全

般
に
精
通
す
る
京
都
大
学
文
学
研
究
科
ロ

Z
島
常
〉

S
R
E教
授
、
ネ
パ

ー
ル
写
本
や
ネ
ワ
ル
語
に
詳
し
い
種
智
院
大
学
的
昆
自

ω
g
r
E准
教
授
、

桂
の
主
催
す
る
研
究
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
岡
崎
康
浩
氏
に
協
力
を

求
め
る
。
併
せ
て
、
若
原
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
岡
内
で
の
党
文
写
本
探
索

を
継
続
し
て
得
ら
れ
た
成
果
を
報
告
す
る
と
共
に
、
一
定
の
資
料
的
価
値

を
有
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
研
究
を
進
め
る
。

西
域
分
野
で
は
三
谷
が
中
心
と
な
っ
て
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
を
所
蔵

す
る
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
圏
内
研
究
機
関
や
、
中
国
旅
順
博
物
館
な
ど

国
外
所
蔵
機
関
と
連
携
し
て
探
検
隊
収
集
の
仏
教
写
本
の
総
合
的
調
査
を

行
う
。
ま
た
、
同
時
期
に
同
地
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
ド
イ
ツ
隊
将
来
資
料

と
の
比
較
対
照
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
敦
也
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
U
3
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
教
憧
・
ト
ル
フ

ァ
ン
出
土
の
仏
教
写
本
に
関
す
る
国
際
的
・
学
際
的
研
究
を
め
ざ
す
。

日
本
仏
教
分
野
で
は
、
下
記
研
究
経
過
欄
に
示
し
た
よ
う
な
従
来
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、
滋
賀
・
京
都
・
奈
良
を
中
心
に
古
写
本
を
収
蔵
す
る
諸

寺
や
図
書
館
の
所
蔵
調
査
と
研
究
を
進
め
る
。
浅
田
・
道
元
は
天
台
関
係

を
、
藤
丸
・
野
呂
は
華
厳
関
係
を
、
楠
は
法
相
唯
識
関
係
写
本
(
短
尺
等
)

を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
た
る
担
当
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。
玉
村
は
国
語

学
的
観
点
か
ら
楠
ら
の
研
究
に
協
力
す
る
。
中
国
仏
教
に
関
し
て
は
、
中

国
仏
教
教
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
漢
訳
経
論
の
写
本
聞
に
み
ら
れ

る
文
の
異
同
の
問
題
を
抽
出
し
、
そ
の
相
関
関
係
を
調
査
す
る
。
ま
た
、

中
国
石
刻
経
論
(
特
に
部
分
や
抜
粋
)
と
の
比
較
を
通
し
て
、
写
経
や
石

刻
の
目
的
や
写
経
・
石
刻
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
文
献
の
比
較
も
行
う
。

D

特
別
指
定
研
究

l
、
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主

任

・

入

海

崇

研

究

員

六

三

名

(
研
究
の
日
的
・
肘
一
剛
)
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
半
世
紀
の
歴
史
を
有
す
る
本
研
究
会

が
か
つ
て
出
版
し
た
『
西
域
文
化
研
究
』
全
六
巻
は
わ
が
国
に
お
け
る
西

域
研
究
の
基
盤
を
作
り
上
げ
た
ば
か
り
か
、
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
、

ま
さ
に
西
域
学
の
一
大
金
字
塔
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
内
外
に
お

け
る
西
域
学
の
進
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
『
西
域
文
化
研
究
』

は
そ
ろ
そ
ろ
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
は
長
期

計
画
(
二

O
一
一
年
度

1
二
O
二
一
年
度
)
の
到
達
目
標
と
し
て
、
近
年

の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
る
「
西
域
文
化
研
究
』
の
刊
行
を
掲

げ
る
。
そ
の
日
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
以
下
の
四
つ
の
班
を
編
成
し
準

備
に
あ
た
る
。

①
大
谷
探
検
隊
将
来
文
字
資
料
の
調
査
研
究
(
代
表
一
三
谷
真
澄
)

本
研
究
会
の
伝
統
で
あ
る
写
本
研
究
を
継
続
し
て
行
い
、
「
ト
ル
フ

ァ
ン
写
本
」
、
「
敦
憧
写
本
」
の
研
究
を
主
に
な
す
。
二

O
O
二
年
よ
り

旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
、
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷

探
検
隊
将
来
資
料
の
調
査
研
究
が
本
格
化
し
て
き
た
。
同
館
所
蔵
の
二

六

O
O
O点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
写
本
の
同
定
作
業
は
日
中
双
方
で
遂

行
さ
れ
た
。

二
O
一
一
年
度
ま
で
の
非
漢
字
資
料
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
文
献
資

料
の
基
礎
的
研
究
は
終
え
た
の
で
、
二

O
一
三
年
度
は
、
ベ
ル
リ
ン
や

イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
所
蔵
さ
れ
る
ド
イ
ツ
隊
将
来
資
料
や
、
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際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
比
較
対
照
研
究
に
あ
た
る
。

②
西
域
仏
教
美
術
の
調
査
研
究
(
代
表
一
宮
治
昭
)

大
谷
探
検
隊
が
収
集
し
た
美
術
資
料
の
研
究
を
主
と
し
つ
つ
、
西
域

仏
教
美
術
の
総
合
的
研
究
を
目
指
す
。
西
城
仏
教
美
術
は
ガ
ン
ダ
l
ラ

仏
教
美
術
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
両
者
の
比
較
検
討
が
急
務
と

な
る
。
近
年
、
ト
カ
ラ
語
仏
教
圏
の
壁
画
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、

本
研
究
班
も
そ
れ
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
二

O
二
二
年
度
は
第

一
次
大
谷
探
検
隊
が
調
査
を
し
た
ク
チ
ャ
の
キ
ジ
ル
石
窟
壁
画
に
焦
点

を
あ
て
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
教
美
術
と
の
比
較
研
究
を
な
す
。

③
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
寺
院
祉
の
調
査
研
究
(
代
表
一
村
岡
倫
)

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
行
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
調

査
の
検
証
を
な
す
。
第
二
次
大
谷
探
検
隊
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
調
査
は
モ

ン
ゴ
ル
研
究
の
先
駆
を
な
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
が
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近
年
、
大
谷
大
学
の
チ

1
ム
(
代
表
い
松
川
節
)

が
現
地
調
査
を
敢
行
し
、
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
大
谷
大
学
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
ニ

o
=二
年
度
は
第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
エ
ル
デ

ニ
ゾ
I
寺
院
の
調
査
を
検
証
し
て
い
く
。

④
西
域
仏
教
遺
跡
と
大
谷
探
検
隊
の
調
査
研
究
(
代
表
一
入
津
崇
)

大
谷
探
検
隊
が
目
指
し
た
仏
教
の
広
が
り
を
探
求
す
る
精
神
を
継
承

し
、
西
域
仏
教
遺
跡
の
総
合
的
研
究
を
な
す
。
二

O
二
二
年
度
は
大
谷

探
検
隊
の
隊
員
が
残
し
た
日
記
類
を
検
証
し
て
い
き
、
大
谷
探
検
隊
の

調
査
動
向
を
探
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
及
ぴ
ト
ル

フ
ァ
ン
博
物
館
と
緊
密
な
関
係
を
構
築
し
て
、
遺
跡
に
関
す
る
新
情
報

の
入
手
に
努
め
る
。
近
年
新
た
に
仏
教
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
に
関
し
て
も
、
詳
し
い
情
報
を
入
手
し
て
い
く
。

2
、
大
正
新
傭
大
蔵
経
の
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究

主
任
・
浅
田
正
博
研
究
員
十
五
名

(
研
究
の
目
的
・
計
一
剛
)
本
研
究
は
、
大
正
新
情
大
蔵
経
を
中
心
と
す
る
漢
文
仏
典
中
の
重
要
諦

を
抽
出
・
整
理
し
、
分
析
・
研
究
を
加
え
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
漢
文

仏
典
と
は
、
漢
文
に
よ
っ
て
翻
訳
・
著
述
さ
れ
た
経
・
律
・
論
と
そ
の
注

釈
書
類
を
含
み
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
展
開
し
た

仏
教
思
想
や
文
化
の
基
盤
と
な
っ
た
文
献
群
を
総
称
す
る
。
本
研
究
で
は
、

そ
う
し
た
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
(
仏
教
要
語
)
を
抽
出
し
、
そ
の
用
例

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
語
の
意
味
す
る
内
容
が
、
時
代
や

地
域
性
に
応
じ
て
い
か
な
る
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
仏

教
思
想
・
文
化
の
多
様
な
展
開
を
跡
づ
け
た
い
。

上
記
の
目
的
に
則
り
、
二

O
二
コ
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
種

類
の
テ

l
マ
を
求
め
て
検
討
を
行
い
た
い
。
第
一
に
は
、
「
戒
律
関
係
用

語
」
の
研
究
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
「
四
分
律
」
を
中
心
と
す

る
戒
律
の
詳
細
な
文
献
が
、
数
多
く
述
作
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
き
わ
め

て
難
解
な
内
容
を
有
す
る
た
め
十
分
な
読
解
・
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
戒
律
文
献
の
読
解
に
あ
た
っ
て
は
、
戒
律
特
有

の
要
語
に
対
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
が
、
従
来
そ
れ
ら
の
要
語
を
解
説

す
る
辞
典
(
事
典
)
は
公
刊
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、

主
に
「
四
分
樟
」
と
そ
の
注
釈
書
類
に
頻
出
す
る
語
句
に
つ
い
て
平
易
な

解
説
文
を
作
成
し
、
加
え
て
出
典
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
初
学
者
向

け
の
『
戒
律
を
知
る
た
め
の
小
辞
典
』
の
出
版
を
目
指
し
た
い
。

第
二
に
、
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
究
」
で

あ
る
。
本
研
究
で
は
、
現
在
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
「
自
死
(
自
殺
こ

や
「
安
楽
死
」
「
尊
厳
死
」
な
ど
の
問
題
を
含
め
た
「
生
死
」
に
関
す
る

仏
教
用
語
を
検
討
し
た
い
。
仏
教
は
苦
悩
の
本
質
的
な
解
決
を
指
向
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
生
老
病
死
に
代
表
さ
れ
る
生
死
に
ま
つ
わ
る

苦
悩
に
つ
い
て
多
く
の
言
及
が
残
さ
れ
て
き
た
。
本
研
究
で
は
、
そ
う
し

た
要
語
に
着
目
し
、
経
典
の
原
意
と
註
疏
類
の
解
釈
を
求
め
る
な
か
で
、

仏
教
が
生
死
の
問
題
を
い
か
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た

-v 
研
究
の
進
め
方
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
研
究
会
の
構
成
員

を
中
心
に
、
主
に
漢
文
仏
教
要
語
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
や
院
生
を
加
え

た
研
究
会
を
、
月
一
回
程
度
開
催
し
、
テ
l
マ
で
あ
る
「
仏
教
に
お
け
る

生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
究
」
に
関
す
る
発
表
を
行
う
(
公
開
可
)
。

手
法
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
経
典
の
原
意
・
註
釈
書
の
解
釈
を
並
記

し
、
そ
の
他
の
特
徴
的
な
要
素
も
加
え
な
が
ら
発
表
を
行
い
、
参
加
者
同

士
の
議
論
を
通
し
て
、
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
内
容
に
し
て
い
く
。
年
次
研

究
に
お
い
て
「
生
死
」
の
要
語
に
関
す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
『
悌
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(寄~!S!J:!~・福宮) Purpose of the Center 

-to encourage and support the translation and/or 

publication of writings that will further the understanding of 

Pure Land Buddhist thought and teachings. and to explore 

contemporary methods for the study of Buddhist texts. from 

broad international perspectives. Such writings. which will be 

published through the Center as Center publications. include: 

・primaryBuddhist texts (sutras. treatises. traditional 

commentaries. significant historical writings): 

• modern secondary literature on Pure Land Buddhist 

thought and teachings. including both scholarly and popularly 

oriented approaches: 

• comparative and interreligious treatments of Pure Land 

Buddhist thought and teachings. 

Because academic treatments of Pure Land Buddhist 

tradition undertaken in other parts of the world are at 

present primarily historical and sociological in methodology 

and have adeQuate venues for publication elsewhere. the 

Center feels a particular commitment to approaches treating 

Japanese Pure Land Buddhist thought in contemporary 

interpretive. comparative. theological. and philosophical 困層〈臨棋

-the major activity of the Center is the preparation and 

review of translations of primary Buddhist texts that further 

the understanding of Pure Land Buddhist tradition. 

particularly the J apanese tradition. 

-the Center also encourages the preparation of publication 

as Center publications translations and original secondary 

studies that advance its basic aims. 

-the Center will sponsor public lectures. workshops. and 

symposia that advance i臼 basicaims. Such presentations will 

be published as monographs and edited volumes through the 

Center as Center publications. 

Activities of the Center during 2013-2014 

During this period. two translations continued to be 

reviewed at the general meetings: Muryoju nyorai-e and 

Hasshu koyo. 

A Workshops related to the discussion of translation and 

Pure Land Buddhist thought in a contemporary. comparative 

context were held. with the results of the presentations 

published from the Center. 

Manuscripts were sought. particularly from Shin Buddhist 

ministers abroad. to continue the Dharma Talk Series aimed 

at a popular audience. 

Selected publications from the Center will be made 

accessible online. This should acquaint readers around the 

world with the Center and increase sales of Center 

publications. 

E旺ortscontinne to be made to increase sales of publications 

through Shin temples and temple bookstores abroad. 

perspective. ー'活様相-41t跡轍G臨棋

Activities of the Center 吾盟組事
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(
研
究
の
目
的
)

(
研
究
計
画
)

本
研
究
は
、
戦
前
期
に
お
い
て
仏
教
各
宗
派
が
発
行
し
た
社
会
事
業
関

係
の
刊
行
物
を
調
査
・
収
集
し
、
資
料
集
『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料

集
成
」
と
し
て
ま
と
め
、
復
刊
・
刊
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
集
は
、
す
で
に
一
部
が
不
二
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
構
成
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

各

宗

派

共

同

編

第

一

i
二
巻

(
第
一
期
二

O
一
一
年
九
月
刊
行
)

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
第
三

i
六
巻

(
第
一
期
二

O
一
一
年
九
月
刊
行
)

真

宗

大

谷

派

編

第

七

1
八
巻

(
第
二
期
二

O
一
三
年
七
月
刊
行
)

掃

土

宗

編

第

九

1
十
巻

(
第
二
期
二

O
一
二
年
七
月
刊
行
)

諸

宗

派

編

第

一

一

1
一
二
巻

(
第
三
期
ニ

O
一
三
年
六
月
刊
行
予
定
)

別

編

第

一

三

巻

(
第
三
期
二

O
一
三
年
六
月
刊
行
予
定
)

こ
の
資
料
集
は
、
高
石
史
人
氏
(
筑
紫
女
学
園
大
学
教
授
)
、
菊
池
正
治

氏
(
久
留
米
大
学
教
授
)
と
小
職
の
三
名
が
編
者
と
な
り
、
小
職
が
編
集

代
表
と
し
て
、
各
宗
派
共
同
編
・
浄
土
宗
編
・
諸
宗
派
編
の
解
題
を
担
当

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
編
の
解
題
を
収
録
し
た
小
冊
子

『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
』
を
二

O
一
三
年
九
月
に
刊
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

戦
前
期
に
お
い
て
仏
教
が
社
会
事
業
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
各

宗
派
が
発
行
し
た
関
係
の
刊
行
物
も
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
、
宗
派
機
関
や
宗
門
系
大
学
の
図
書
館
等
に
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ

れ
て
お
ら
ず
、
仏
教
教
団
の
活
動
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
要
覧
・
便
覧
の
類
を
中
心
に
、
各
宗
派
が
発
行
し

た
刊
行
物
の
な
か
か
ら
主
要
な
も
の
を
選
ん
で
復
刊
し
、
併
せ
て
戦
前
期

に
お
け
る
仏
教
教
団
の
社
会
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
い
う
目
的
か
ら
、
『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成
」
を
刊
行

す
る
。

ま
ず
各
研
究
機
関
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
要
覧
・
便
覧
の
類
を
中
心

に
、
各
宗
派
が
発
行
し
た
刊
行
物
の
複
写
等
を
収
集
す
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぽ
二

O
二
一
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
解
題

の
執
筆
の
た
め
、
各
宗
派
の
関
係
雑
誌
等
か
ら
、
社
会
事
業
関
係
記
事
の

複
写
を
収
集
す
る
。

そ
の
上
で
、
上
記
第
三
期
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
諸
宗
派
編
の
解
題

を
執
筆
し
、
小
冊
子
『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
」
の
編
集
に
着
手

し
た
い
。

〈
〉
平
成
二
十
五
年
度

兼
任
・
客
員
研
究
員
〈
新
規
〉
〈
〉
(
順
不
同
)

大
取
班

近
藤
美
奈
子
(
甲
南
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
)

川
添
班

漢
英
俊
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

山
崎
真
純
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)

殿
内
班

北
山
今
大
至
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

吉
川
班

吉
川
悟
(
本
学
文
学
部
教
授
)

友
久
久
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

吾
勝
常
行
(
本
学
文
学
部
教
授
)

滋
野
井
一
博
(
本
学
文
学
部
教
授
)

児
玉
龍
治
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

小
正
浩
徳
(
本
学
文
学
部
講
師
)

赤
田
太
郎
(
本
学
短
期
大
学
部
講
師
)

伊
東
秀
章
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
研
究

生
・
非
常
勤
講
師
)

吉
村
哲
明
(
弘
前
愛
成
会
病
院
精
神
科
医
師
)

李
光
溶
(
東
西
心
理
学
研
究
所
所
長
)

藤
丸
班

藤
丸
要
(
本
学
経
済
学
部
教
授
)

野
呂
靖
(
本
学
文
学
部
講
師
)

大
谷
由
香
(
日
本
学
術
援
興
会
特
別
研
究
員
)

中
西
俊
英
(
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
華

厳
学
研
究
所
研
究
員
)

内
藤
班

葛
野
洋
明
(
本
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究

科
教
授
)

貴
島
信
行
(
本
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究

科
教
授
)

田
畑
正
久
(
本
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究

科
教
授
)

早
島
理
(
本
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究

科
教
授
)

若
原
班

白
館
戒
雲
(
大
谷
大
学
名
誉
教
授
)

コ
ン
カ

l
ラ
ツ
タ
ナ
ラ
ッ
ク
プ
ラ
ポ
ン
サ
ツ

ク
(
本
学
非
常
勤
講
師
・
タ
ン
マ
ガ
l
イ

寺
院
大
阪
別
院
住
職
)
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入
津
班

ジ
ェ
イ
ソ
ン
プ
ロ
タ
ス
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
宗
教
学
部
講
師
)

潰
下
武
志
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)

平
岡
三
峰
子
(
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
)

浅
田
班

李
鐘
書
(
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
国
間

研
究
教
授
)

ヒ
ロ
タ
班

ス
チ
ー
ブ
ン
ミ
ラ
l
(
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
ツ
大
学

教
授
)

個
人
研
究

中
西
直
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)

ニ
O
一
三
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏

名

技

先

加

氏

(

中

国

中

国

蔵

学

研
究
中
心
宗
教
研
究
所
・
助
理
研

究
員
)

「
安
多
政
教
史
」
的
文
南
大
学
研

究若
原
雄
昭
文
学
部
教
授

二
O
二
ニ
年
九
月
一
日

1
二
O
一

三
年
十
二
月
三
十
一
日

ハ
ル
ン
ア
ル
ラ
シ
ッ
ド
氏
(
パ

ン
グ
ラ
デ
ツ
シ
ユ
国
立
ダ
ツ
カ

大
学
社
会
科
学
部
政
治
学
科
教

授
・
同
大
副
学
長
)

一
九
九
七
年
平
和
協
定
と
現
地
諸

民
族
の
宗
教
的
・
文
化
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
山
岳
地
帯

(
C

H
T
)
の
状
況

l

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏

名

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

若
原
雄
昭
文
学
部
教
授

二
O
一
四
年
月
二
月
一
日

1
二
O

一
四
年
三
月
三
十
一
日

ジ
エ
シ
カ
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
リ
ン

グ
氏
(
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
)

近
世
の
棒
土
真
宗
の
寺
院
に
お
け

る
女
性
に
対
す
る
宗
教
教
育
と
近

現
代
の
真
宗
寺
院
の
教
化
活
動
に

お
け
る
女
性
の
役
割
の
発
展
に
つ

い
て

那
須
英
勝
文
学
部
教
授

二
O
一
三
年
五
月
一
日
l
二
O
一

三
年
七
月
三
十
一
日

氏

名

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間〈

〉
研
究
所
日
誌
。

|
平
成
二
十
四
年
度
(
後
期
)
|

一
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
O
時
三
十
分
1

午
後
一
時
二
十
分

第
六
回
運
営
会
議
開
催

1
.
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
一
集
の
執

筆
者
に
つ
い
て
(
追
加
)

2
.
二
O
二
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
及
ぴ
外
国
人
客
員
研
究
員
の
辞
退

に
つ
い
て

3
.

二
O
二
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究

奨
学
金
)
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員
の
期

間
変
更
に
つ
い
て

4
.

二
O
二
二
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員
任
用
予

定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

5
.
評
価
要
項
の
変
更
に
つ
い
て

一
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
六
時

i
午
後
八

時
第
十
三
回
研
究
談
話
会
(
吉
川
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

清

風

館

B
・一

O
二
教

室

講
題
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
・
心
理
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
研
究

講
師
友
久
久
雄
氏
(
本
学
文
学
部
特
任

教
授
)

一
月
二
十
九
日
(
火
)
午
後
五
時

1
午
後
六

時
十
五
分

第
十
四
回
研
究
談
話
会
(
内
藤
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

餐

三

階

小

会

議

室

講
題
真
宗
古
文
献
の
概
要

講
師
三
栗
章
夫
氏
(
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
総
合
研
究
所
上
級
研
究
員
)

一
月
三
十
日
(
水
)
午
後
四
時
三
十
分
1
午

後
六
時

第
十
五
回
研
究
談
話
会
(
青
原
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

費

三

階

小

会

議

室

講
題
倶
舎
論
研
究
の
現
状
と
展
望

講
師
武
田
宏
道
氏
(
本
学
元
教
授
)

一
一
月
二
十
五
日
(
月
)
午
後
二
時
i
午
後
四

時

第
十
三
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大

宮

学

舎

南

費

一

O
七
教
室

講
題
宗
紙
の
八
代
集
注
釈
『
詞
字
注
』

に
つ
い
て

講

師

小

田

剛

氏

(

本

学

仏

教

文

化

研

究
所
客
員
研
究
員
)

二
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
一
時
十
五
分
i

午
後
三
時
四
十
五
分

第
十
六
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
餐
二
階
大
会
議
室

講
題
真
言
密
教
思
想
の
英
訳
問
題
一

「
即
身
成
仏
」
を
中
心
に

講
師
亀
山
隆
彦
氏
(
本
学
客
員
研
究
員
)

三
月
十
三
日
(
水
)
午
後
O
時
二
十
分

1
午

後
O
時
四
十
分

第
七
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二
O
二
=
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

2
.
二
O
二
ニ
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

三
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
四
時

1
午
後
五

時
三
十
分

第
十
四
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大

宮

学

舎

西

饗

二

階

会

議

室

講
題
近
代
仏
教
者
の
自
殺
観

講
師
小
野
嶋
祥
雄
氏
(
本
学
仏
教
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
)

三
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
六
時
三
十
分

1

午
後
八
時

第
十
七
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
室
町
・
戦
国
期
の
親
鷺
像

講
師
金
龍
静
氏
(
本
願
寺
史
料
研
究

所
副
所
長
)

ー
平
成
二
十
五
年
度
(
前
期
)
|

四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
O
時
三
十
分

1

午
後
一
時
二
十
分

第
一
回
運
営
会
議
開
催

E-v 
唱，a



1
.
二
O
二
二
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

2
.
二

o
=二
年
度
客
員
研
究
員
の
追
加
・

取
消
・
変
更
に
つ
い
て

3
.

二
O
一
三
年
度
研
究
所
予
算
に
つ
い

て
4
.
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
二
集
・

所
報
第
三
十
七
号
の
執
筆
予
定
者
に
つ
い

て
5
.
二
O
二
エ
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
・
仏

教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
-
研
究
談
話
会
の
開
催

に
つ
い
て

6
.

ニ
O
一
二
年
度
研
究
P

J研
究
年
次
経

過
報
告
書
の
評
価
に
つ
い
て

五
月
二
日
(
木
)
午
後
一
時
十
五
分
1
午
後

二
時
三
十
分

第
一
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
餐
二
階
大
会
議
室

講
題
「
仏
教
と
和
歌
|
翻
訳
の
問
題
も

含
め
て
|
」

講

師

ス

テ

ィ

ー

ブ

ン

ミ

ラ

l

氏

(
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学

ア
ム
ハ

l
ス
ト
校
教
授
)

五
月
十
三
日
(
月
)
午
後
三
時
1
午
後
五
時

第
二
回
研
究
談
話
会
(
入
津
研
究
班
)

会
場
大
官
学
舎
西
餐
二
階
大
会
議
室

講
題
「
ベ
ル
リ
ン
の
仏
教
事
情

l
漢
文

仏
典
写
本
の
目
録
化
を
中
心
と
し

て
|
」

=
一
谷
真
澄
氏
(
本
学
国
際
文
化
学

部
教
授
)

巷
談
『
敦
憧
秘
笈
』

講

師

講

題

古
泉
圃
順
氏
(
四
天
王
寺
大
学
名

誉
教
授
)

六
月
五
日
(
水
)
午
後
O
時
四
十
分
1
午
後

一
時
五
分

第
二
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二
O
一
二
年
度
研
究
P
I牛
次
経
過
報

告
書
の
評
価
に
つ
い
て

2
.

ニO
一
二
年
度
研
究
P
I牛
次
経
過
報

告
書
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

3
.
二
O
二
二
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
の
開

催
に
つ
い
て
※
第
八
十
回
・
第
八
十
一
回

六
月
二
十
日
(
木
)
午
後
三
時
1
午
後
四
時

三
十
分

第
三
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
餐
二
階
大
会
議
室

講
題
親
鷲
と
無
量
寿
軽

講
師
大
田
利
生
氏
(
本
学
名
誉
教
授
)

講

題

E
B
o
s
s
g
o同

Z
R
S
E
g
z

的
問
岡
山
口
円

ω
ロ
.ω
問
。
釦
門
戸
山
口

m
o間
同
四
回
。

ωzqM陣。己
B
S
2
2
5
E
O
F辛口

州

w
i
A
W
a
宅

5
5
c
m
F
吾
o
-
g
ω
O同

玄
FOF
沼
田
弘
.ω
ロ
R
E
S
-
o
m】

『

《
無
量
寿
経
〉
に
お
け
る
物
語
の

意
味
い
ミ
l
ケ
・
パ
ル
の
物
語
論

に
よ
る
考
察

講

師

同

J
0
2
)俗
〈

E
Z
E
g
g
o
g

(

同

ロ

ω
伸
一
竺
』
件
。
。
岡
田
広
島
内
四
四
回
一

ω丹

ω
E色。
ω)

七
月
十
一
日
(
木
)
午
後
三
時
i
午
後
四
時

三
十
分

第
八
十
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

講

師

清
和
館
三

階
ホ

l
ル

「
法
滅
」
か
ら
の
再
生
l
東
大
寺

再
建
に
お
け
る
西
行
を
中
心
に
|

石
川
一
氏
(
県
立
広
島
大
学
人

間
文
化
学
部
国
際
文
化
学
科
教

授
)

七
月
十
七
日
(
水
)
午
後
O
時
三
十
分
i
午

後
一
時

第
三
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二
O
一
四
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募

集
に
つ
い
て

2
.
二
O
一
四
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

3
.
二
O
一
四
年
度
普
本
叢
書
・
仏
教
文
化

研
究
所
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

七
月
二
十
二
日
(
月
)
午
後
六
時
三
十
分
i

午
後
八
時

第
四
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
費
三
階
小
会
議
室

講
題
二
葉
憲
香
の
親
鴛
論
|
戦
後
仏
教

史
研
究
の
一
断
面
|

講
師
近
藤
俊
太
郎
氏
(
本
学
仏
教
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
)

七
月
三
十
一
日
(
水
)
午
後
六
時
二
十
五
分

ー
午
後
七
時
五
十
五
分

第
五
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
南
饗
一

O
五
教
室

講
題
現
代
沖
縄
と
親
鷲
思
想

講
師
福
島
栄
寿
氏
(
大
谷
大
学
准
教
授
)

十
月
十
五
日
(
火
)
午
後
四
時
四
十
五
分
1

午
後
六
時
十
五
分

第
六
回
研
究
談
話
会
(
入
津
研
究
班
)

講

題

講

師

会
場
大
宮
学
舎
西
費
二
階
大
会
議
室

講
題
来
迎
芸
術
の
生
成
と
変
容

報
告
者
入
津
崇
氏
(
本
学
文
学
部
教

授
・
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
館
長
)

フ
ァ
ン
リ
テ
l
タ
三
谷
真
澄
氏
(
本
学
国
際

文
化
学
部
教
授
)

コ
メ
ン
テ

l
タ
l
宮
治
昭
氏
(
本
学
人

間
・
科
学
・
宗
教
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
フ
エ
ロ

l
)

十
月
二
十
一
日
(
月
)
午
後
三
時
j
午
後
五

時
四
十
分

第
十
五
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
官
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研

究
室
三

O
一
・
三

O
二

講
題
在
東
欧
所
蔵
の
敦
埠
吐
魯
番
漢
文

文
書
・
典
籍
の
現
状
と
課
題

講
師
小
口
雅
史
氏
(
法
政
大
学
文
学
部

教
授
)

講
題
担
儒
南
斉
寛
陵
文
宣
王
所
持
の
「
雑

義
記
」
残
簡
'
『
敦
憧
秘
笈
』
羽

二
七
一
録
文
研
究

講
師
臼
田
淳
三
氏
(
本
学
仏
教
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
)

十
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
O
時
三
十
分
1

午
後
一
時
十
分

第
四
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二

O
一
四
年
度
専
任
研
究
員
に
つ
い
て

2
.
二
O
一
四
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢
書

・
研
究
叢
書
)
の
予
算
案
に
つ
い
て

3
.

二
O
一
四
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

4
.
一
一

O
一
四
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

-16-



学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
お
よ
び
外
国

人
客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

5
.
二

o
=二
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員
任
用
者

の
期
間
変
更
に
つ
い
て

6
.
二
O
一
三
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
客
員

研
究
員
へ
の
研
究
者
番
号
発
行
に
つ
い
て

十
月
三
十
四
日
(
木
)
午
後
三
時

1
午
後
四

時
三
十
分

第
七
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

費

二

階

大

会

議

室

講
題
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗

と
そ
の
翻
訳
の
諸
問
題

講

師

ジ

エ

ロ

l
ム

デ

ユ

コ

l
ル
氏

(
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
民
族
博
物
館
東
洋

部
室
長
)

十
一
月
二
十
八
日
(
木
)
午
後
一
時
十
五
分

ー
午
後
二
時
四
十
五
分

第
八
十
一
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
コ
一
階
ホ

l
ル

講
題
真
宗
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

プ
ロ
セ
ス

l
生
き
る
喜
び
の
成
就

議
西
賢
氏
(
岐
阜
聖
徳
学
園
大

学
・
教
育
学
部
学
校
心
理
課
程
教

授
)

十
二
月
十
一
日
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分

1

午
後
八
時

第
八
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

饗

二

階

大

会

議

室

講
題
法
主
と
国
家
|
昭
和
初
期
に
お
け

る
真
宗
大
谷
派
革
新
運
動
を
め
ぐ

講

師

っ
て
|

碧
海
寿
広
氏
(
本
学
ア
ジ
ア
仏
教

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究

員
)

十
二
月
十
二
日
(
木
)
午
後
四
時

1
午
後
五

時
三
十
分

第
九
回
研
究
談
話
会
(
浅
田
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

餐

二

階

大

会

議

室

講

題

仏

典

に

み

る

殺

生

l
仏
教
に
お
け

る
「
普
き
生
き
方
」
の
探
究
|

講
師
道
元
徹
心
氏
(
本
学
理
工
学
部
准

教
授
)

十
二
月
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
十
五
分
l

午
後
二
時
四
十
五
分

第
十
回
研
究
談
話
会
(
若
原
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

西

餐

二

階

大

会

議

室

講
題
多
国
等
観
諸
来
チ
ベ
ッ
ト
資
料
の

基
礎
研
究
|
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
伝
図

『
釈
尊
絵
伝
」
と
そ
の
源
流
|

報
告
者
能
仁
正
顕
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

フ
ア
シ
リ
テ

l
タ
l

入
津
崇
氏
(
本
学

文
学
部
教
授
・
龍
谷
ミ
ユ

l
ジ
ア

ム
館
長
)

コ
メ
ン
テ

l
タ
l

宮
治
昭
氏
(
本
学
人

問
・
科
学
・
宗
教
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
フ
エ
ロ
|
)

講

師

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

代

表

者

内

藤

知

康

一T六
O
O
|
八
二
六
八

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
一
二
五

l
一

電
話
O
七
五
抑
三
一
二
一
一
(
代
)

ー

内

線

5
4
0
0
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仏
教
文
化
研
究
所
規
程

設

立

制

定
一
部
改
正

昭

和

三

六

年

四

月

一

日

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日

平

成

四

年

一

月

一

六

日

平

成

六

年

六

月

九

日

平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日

平
成
一
三
年
九
月
二
七
日

平
成
一
四
年
五
月
一
六
日

平
成
一
五
年
五
月
一
五
日

平

成

一

九

年

七

月

五

日

平

成

二

四

年

四

月

一

日

第
一
章

総

員。

(
目
的
)

第
一
条
こ
の
規
程
は
、
龍
谷
大
学
学
則
第
七

O
条
に
定
め
る

仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
「
仏
文
研
」
と
い
う
。
)
に
つ
い

て
、
そ
の
組
織
及
ぴ
運
営
等
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

(
所
在
地
)

第
二
条
仏
文
研
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
内
に
置
く
。

(
仏
文
研
の
目
的
)

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
ぴ
そ
の
関
連
領
域
に
関
す

る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流
を
行
い
、
も

っ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
事
業
)

第
四
条
仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の

事
業
を
行
、
っ
。

ω
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・
調
査

ω
研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
び
情
報
の
収

集
、
管
理

紀
要
、
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

研
究
会
、
公
開
講
座
'
講
演
会
等
の
開
催

国
内
外
の
大
学
及
び
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

(5) (4) (3) 

(6) 

そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
二
章

運

営

会

議

(
運
営
会
議
)

第
五
条
仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決
定
す

る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議
(
以
下
「
運
営
会
議
」

と
い
う
。
)
を
置
く
。

二
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て
決
定

す
る
。

ω
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

ω
研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

ω
指
定
研
究
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
・
廃
止
に
関

す
る
こ
と
。

研
究
員
及
ぴ
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

(5)(4) 
(
構
成
)

第
六
条

ヲ
Q

。
川
所
長
及
び
副
所
長

ω
文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者
七
名

ω
短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者
一
名

ω
学
長
が
指
名
す
る
者
若
干
名

制

専

任

研

究

員

削
研
究
部
事
務
部
長

二
前
項
第
三
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
よ
る
者

の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
構
成
す

(
招
集
)

第
七
条
運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招
集
し
、

所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

立実害
し条議

議、等
τ場" "1司降 、~〆

言笠
出耳
申議
署は

自警
半刷

員
数 のの、

里草
台数
℃の
品出
り昨
決 2

定2
す空り
1成

第
三
章

組

織

(
部
の
設
置
)

第
丸
条
仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
び
事
業
部
を
設
け
る
。

二
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
研

究
及
ぴ
調
査
並
ぴ
に
各
指
定
研
究
及
び
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

三
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資
料
の

収
集
・
整
理
及
ぴ
研
究
成
果
の
公
刊
並
ぴ
に
研
究
交
流
等
に

関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

(
指
定
研
究
)

第
一

O
条
仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定
研
究

を
置
く
。

(
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)

第
一
一
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
特
別
指

定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
置

，《、。

二
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ω
仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ω
仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ω
西
域
文
化
研
究
会

ω
仏
典
翻
訳
研
究
会

ω
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す
る
。
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(
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
)

第
一
ニ
条
仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
研
究
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
に

運
営
会
議
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に
定
め

丸山田。

第
四
章

職

員

組

織

(
所
長
、
副
所
長
)

第
一
三
条
仏
文
研
に
、
所
長
及
び
副
所
長
各
一
名
を
置
く
。

二
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代
表
す

る
0

2
一
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。



四
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に
対

し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
所
長
及
び
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

(
主
任
}

第
一
四
条
第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
各
一
名
を
置
く
。

二
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
主
任
は
、
本
学
(
短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
、
同
じ
。
)

の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お
い
て
選
任

す
る
。

(
主
査
)

第
一
五
条
第
一
一
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

二
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ
の

活
動
を
調
整
推
進
す
る
。

三
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議

に
お
い
て
選
任
す
る
。

(
常
任
委
員
会
)

第
一
六
条
運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事
項

の
処
理
並
び
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
図
る
た
め
、

所
長
の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

二
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

川
所
長
及
び
副
所
長

∞
第
一
四
条
に
定
め
る
主
任

ω
運
営
会
議
が
選
任
す
る
者
若
干
名

ω
仏
文
研
課
長

三
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
五
章

研

員

究

(
研
究
員
)

第
一
七
条
仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

ω
専
任
研
究
員

ω
兼
任
研
究
員

ω
客
員
研
究
員

ω
嘱
託
研
究
員

(
専
任
研
究
員
)

第
一
八
条
専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任
教

育
職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

(
兼
任
研
究
員
)

第
一
丸
条
兼
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る

本
学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

二
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長
が

委
嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育
職
員
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教
授
会
の
承
認

を
得
る
も
の
と
す
る
。

三
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
員
と
な
る

こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

(
客
員
研
究
員
)

第
二

O
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身
分

の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・
調
査
活

動
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営
会

議
の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

(
嘱
託
研
究
員
)

第
二
一
条
嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外
の

者
で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

二
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用

す
る
。

(
受
託
研
究
員
)

第
二
二
条
仏
文
研
は
、
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

二
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章

補

員。

(
事
務
)

第
二
三
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め

仏
文
研
事
務
室
を
置
く
。

二
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

(
改
廃
}

第
二
四
条
こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議
の

発
議
に
よ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

4
1
u
a
H
H
，
 

L引
l

目
"

一
こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る。

二
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
龍
谷
大
学
仏
教
文

化
研
究
所
規
程
(
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
廃

止
す
る
。

三
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
一
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
よ
る
所
長
が
あ
た
る
も
の
と

し
、
運
営
会
議
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
従
前

の
規
定
に
よ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成
す
る
も
の
と
す

る。付
則
(
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
一
年
一
一
月
三
五
日
第
一
一
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
抄
)
(
平
成
二
二
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改
正
)

一
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正
)

一
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究
所

事
務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
課
長
と

み
な
す
。

付
則
(
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
二
条
新
設
、
第
一

三
条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
'
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
二
四
年
三
月
一
日
第
五
条
、
第
六
条
、
第

九
条
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
、
第
一
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〈平成二十四年度登録図書一覧〉 曾編25

CLSIBANOIVOLNO OPTCLM3 203.ν KOR/26 高麗大義経26/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 11 高麗大蔵経 1/高麗大戴経編輯委員曾 曾編26

編 1 203.l1 K 0 R 127 高麗大戴経27/高麗大識経編輯委員

203.l1 K 0 R 12 高麗大厳艦2/高麗大識経編輯委員曾 曾編 27

編2 203.l1 K 0 R 128 高麗大戴経28/高麗大戴艇編輯委員

初3.11K 0 R 13 高麗大破経3/高麗大戴経編輯委員曾 曾編28

編3 203.11 K 0 R 129 高麗大義経29/高麗大戴纏編輯委員

却3.11K 0 R 14 高麗大難経4/高麗大戴経編輯委員曾 曾編29

編4 加3.l1K 0 R 130 高麗大義経30/高麗大蔵経編輯委員

203.11 K 0 R 15 高麗大議経5/高麗大蔵経編輯委員曾 曾編30

編5 203.11 K 0 R 131 高麗大義経31/高麗大蔵経編輯委員

203.11 K 0 R 16 高麗大蔵経6/高麗大蔵経編輯委員曾 曾編31

編6 加3.11K 0 R 132 高麗大戴経32/高麗大蔵経編輯委員

203.11 K 0 R 17 高麗大蔵経7/高麗大蔵経編輯委員曾 曾編 32

編7 203.l1 K 0 R 133 高麗大戴鰹33/高麗大戴組編輯委員

203.11 K 0 R 18 高麗大識経8/高麗大蔵経編輯委員曾 曾編 33

編8 203.11 K 0 R 134 高麗大義経34/高麗大破組編輯委員

却3.11KOR 19 高麗大蔵経9/高麗大戴経編輯委員曾 曾編34

編9 203.11 K 0 R 135 高麗大戴経35/高麗大菰経編輯委員

203.11 K 0 R 110 高麗大議経lO/高麗大戴経編輯委員 曾編お

曾編lO 203.11 K 0 R 13 高麗大戴経36/高麗大義経編輯委員

203.11 K 0 R 111 高麗大戴経 11/高麗大蔵経編輯委員 曾編36

曾編日 203.11 K 0 R 137 高麗大戴経37/高麗大戴経編輯委員

203.11 K 0 R 112 高麗大義経 12/高麗大難経編輯委員 曾編37

曾編 12 203.11 K 0 R 138 高麗大難経38/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 113 高脱大蔵経 13/高麗大破経編輯委員 曾編38

曾編 13 203.11 K 0 R 139 高麗大戴経39/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 114 高麗大識経 14/高麗大難経編輯委員 曾編39

曾編 14 203.11 K 0 R 140 高麗大義経40/高麗大戴経編輯委員

203.11 K 0 R 115 高麗大難経 15/高麗大議題編輯委員 曾編 40

曾編 15 203.νKO R 141 高麗大義経41/高麗大議経編輯委員

203.11 K 0 R 116 高麗大難経 16/高麗大戴経編輯委員 曾編41

曾編 16 203.11 K 0 R 142 高麗大義経42/高麗大戴経編輯委員

203.1/ K 0 R 117 高麗大義経 17/高麗大戴経編輯委員 曾編42

曾編 17 203.11 K 0 R 143 高麗大薮経43/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 118 高麗大載鰹 18/高麗大難経編輯委員 曾編43

曾編 18 203.11 K 0 R 144 高麗大戴経44/高麗大競艇編輯委員

203.11 K 0 R 119 高麗大載縄 19/高麗大戴経編輯委員 曾編44

曾編 19 203.11 K 0 R 145 高麗大戴経45/高麗大戴組編輯委員

203.11 K 0 R 120 高麗大競艇20/高麗大戴経編輯委員 曾編45

曾編20 203.11 K 0 R 146 高麗大義経46/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 121 高麗大義経21/高麗大義経編輯委員 曾編46

曾編 21 203.l1 K 0 R 147 高麗大戴経47/高麗大識経編輯委員

203.11 K 0 R 122 高麗大義経22/高麗大蔵経編輯委員 曾編47

曾編n 203.11 K 0 R 148 高麗大戴経48/高麗大磁経編輯委員

203.11 K 0 R 123 高麗大義経 23/高麗大戴経編輯委員 曾編48

曾編 23 初3.11K 0 R 149 高麗大戴経49/高麗大戴経編輯委員

203.11 K 0 R 12港高麗大戴組24/高麗大識経編輯委員 曾編49

曾嗣 24 203.11 K 0 R 150 高麗大義組50/高麗大雌組編輯委員

203.11 K 0 R 125 高麗大極経25/高麗大蔵経編輯委員 曾編 50
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203.11 K 0 R 151 高麗大戴経51/高震大義経編輯委員 曾編76

曾編51 203.11 K 0 R 177 高麗大歳経77/高麗大戴経編輯委員

203.11 K 0 R 152 高麗大戴経52/高麗大戴経編輯委員 曾編77

曾編52 203.11 K 0 R 178 高麗大蔵経78/高麗大難経編輯委員

203.11 K 0 R 153 高麗大義経53/高麗大戴経編輯委員 曾編78

曾編53 初'3.11K 0 R 179 高麗大蔵経79/高麗大義経編輯委員

203.11 K 0 R 154 高麗大蔵経54/高麗大戴経編輯委員 曾編79

曾編臼 203.11 K 0 R 180高麗大蔵艦船/高麗大蔵経編輯委員

203.11 K 0 R 155 高麗大難経55/高麗大戴鰹編輯委員 曾編80
曾編55 2031 M 1 N 11 民園時期仰教資料陸編 第l冊/回奇

203.11 K 0 R 156 高麗大戴経56/高麗大戴経編輯委員 選編第 l冊

曾編56 2031 M 1 N 12 民閥時期仰教資料艦編 第2冊/回奇

203.11 K 0 R 157 高麗大難艇57/高麗大識経編輯委員 選編第2int 
曾編57 203/M 1 N 13 民園時期倒i教資料陣編 第3冊/悶奇

203.11 K 0 R 158 肉腫大蔵経58/高麗大識経編輯委員 選編第3冊

曾編58 2031 M 1 N 14 民閥l時期悌教資料限編 第4冊/田奇

203.11 K 0 R 159 商鹿大職経59/高麗大職経編輯委員 選 編 第4i冊
曾編59 203/M 1 N 15 民閥l時期働教資料匪編 第5冊/回奇

203.11 K 0 R 1ω 高麗大識経ω/高麗大蔵経編輯委員 選編第5冊

曾編60 2031 M 1 N 16 民間時期悌教資料陸編 第6冊/田奇

203.11 K 0 R 161 高麗大戴艦61/高麗大戴経編輯委員 選編第6冊

曾編61 203/M 1 N 17 民間時期働教資料陸編 第7冊/回奇

203.11 K 0 R 162 高麗大戴経62/高麗大戴経編輯委員 選編第7冊

曾編62 203/M 1 N 18 民園時期働教資料陸編 第8冊/回奇

203.11 K 0 R 163 高麗大難経63/高麗大戴経編輯委員 選編第8冊

曾編臼 却3/MIN/9 民闘時期働教資料匪編 第9冊/回奇

203.11 K 0 R 164 高麗大戴紐64/高麗大義経編輯委員 選編第9冊

曾編64 2031 M 1 N /10 民圃時期働教資料匪編 第 10冊/田

203.1/ K 0 R 165 高麗大戴経65/高麗大戴経編輯委員 奇選編第 10冊

曾編65 203/ M 1 N /11 民圃時期悌教資料艦編 第 11冊/田

203.11 K 0 R 1'飴高麗大戴艦船/高麗大戴経編輯委員 奇選編第 11冊

曾編66 203/ M 1 N 112 民岡時期悌教資科医編第 12冊/田

203.11 K 0 R /67 高麗大戴経67/高麗大戴経編輯委員 奇選編第 12冊

曾編67 2031 M 1 N /13 民問時期悌教資料匝編 第 13冊/回

203.1/ K 0 R 168 高麗大戴艦船/高麗大戴経編輯委員 奇選編第 13冊

曾編68 2031 M 1 N /14 民幽時期倒教資料陸編 第 14冊/回

203.1/ K 0 R /69 高麗大競艇69/高麗大識経編輯委員 奇選編第 14冊

曾編69 203/ M 1 N 115 民岡l時期悌教資料陸編 第 15冊/田

203.11 K 0 R /70 高麗大職経70/商鹿大戴経編輯委員 奇選編第 15冊

曾編70 2031 M 1 N 116 民間l時期悌教資料匪編 第 16冊/回

203.11 K 0 R 171 尚麗大競鰹71/高麗大難経編輯委員 奇選編第 16冊

曾編71 2031 S H 1 11 新編世界側*名著課叢 1/直吉富主編

203.1/ K 0 R 172 商鹿大難経 72/高麗大戴粧編輯委員

曾編72 2031 SH 1/2 新編世界側串名著諦叢2/藍吉富主編

加，3.11K 0 R 173 高麗大戴経73/高麗大戴経編輯委員 2 

曾編73 203/ SH 1/3 新編世界働皐名著課叢3/藍吉富主編

203.1/ K 0 R 174 高麗大戴経74/高麗大戴経編輯委員 3 

曾編74 初'3/SHIノ4 新編世界悌串名著隷叢4/藍吉富主編

却13.1/K 0 R 175 高麗大戴経75/高麗大義経編輯委員 4 

曾編布 加3/SHI/5 新編世界側撃名著課叢5/藍吉富主編

203.11 K 0 R 176 高麗大旗艦76/高麗大難経編輯委員 5 
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初3/S H 1 /6 新編世界悌墜名著諜叢6/藍吉富主編 31 

6 203/ S H 1 /32 新編世界傍畢名著書叢32/藍吉富主編

203/ SH 117 新編世界悌撃名著課叢7/藍吉富主編 32 

7 203/SHI/お 新編世界傍事名著書叢33/藍吉富主編

203/ SH 1/8 新編世界悌撃名著隷叢8/藍吉富主編 お

8 203/SHI/.担 新編世界備事名著誇叢34/藍吉富主編

加13/SHI/9 新編世界働串名著諜叢9/藍吉富主編 34 

9 初13/SH 1/35 新編世界備事名著書叢35/藍吉富主編

203/ S H 1 /10 新編世界悌事名著課叢10/藍吉富主編 35 

10 却3/SHI/，お 新編世界傍皐名著書叢36/藍吉富主編

却3/S H 1 /11 新編世界悌撃名著謬叢11/藍吉富主編 36 

11 却3/SH 1 /37 新編世界傍撃名著書叢37/藍吉富主編

203/ S H 1 /12 新編世界悌皐名著課叢12/藍吉富主編 37 

12 加3/SHI/38 新編世界悌畢名著語叢38/藍吉富主編

203/ S H 1 /13 新編世界働串名著諜叢13/藍吉富主編 38 

13 却3/SHI/39 新編世界悌畢名著誇叢39/藍吉富主編

203/ S H 1 /14 新編世界働撃名著諜叢14/藍吉富主編 39 

14 却'3/S H 1 /40 新編世界備事名著書叢40/藍吉富主編

203/ S H 1 /15 新編世界備事名著謬叢15/藍吉富主編 40 

15 203/ S H 1 /41 新編世界働撃名著書叢41/藍吉富主編

203/ S H 1 /16 新編世界備事名著諜叢16/藍吉富主編 41 

16 203/SHI/必 新編世界悌撃名著書叢42/藍吉富主編

203/ S H 1 /17 新編世界働事名著諜叢17/藍吉富主編 42 

17 203/ S H 1 /43. 新編世界悌事名著謬叢43/藍吉富主編

203/ S H 1 /18 新編世界悌畢名著課叢18/藍吉富主編 43 

18 203/ S H 1 /44 新編世界傍皐名著課叢44/藍吉富主編

203/ S H 1 /19 新編世界働~名著課叢19/藍吉富主編 44 

19 203/ S H 1 /45 新編世界備事名著語叢45/藍吉富主編

203/ S H 1 /20 新編世界悌*名著諜叢20/藍吉富主編 45 

20 203/ S H 1 /46. 新編世界働事名著誇叢46/藍吉富主編

203/ S H 1 /21 新編世界悌串名著課叢21/藍者官主編 46 

21 203/ S H 1 /47 新編世界備事名著誇叢47/藍吉富主編

203/ S H 1 /22 新編世界悌Z襲名著謬叢22/藍吉富主編 47 

22 203/ S H 1 /48 新編世界悌畢名著誇叢48/藍吉富主編

203/SHI/.幻 新編世界働事名著諜叢23/藍吉富主編 48 
お 203/ S H 1 /49 新編世界悌皐名著謬叢49/藍吉富主編

加3/SHI/24 新編世界悌撃名著謬叢24/藍吉富主編 49 

24 203/SHI/叩 新編世界備事名著誇叢50/藍吉富主編

加3/SHI/:ぉ 新編世界働星襲名著謬叢25/藍吉富主編 50 

お 加13/S H 1 /51 新編世界傍事名著語叢51/藍吉富主編

却3/SHI/お 新編世界悌撃名著諜叢26/藍吉富主編 51 
26 却3/SHI/52 新編世界傍畢名著誇叢52/藍吉富主編

加3/SHI/:η 新編世界悌畢名著課叢'2:1/藍吉富主編 52 
'2:1 却3/SHI/53 新編世界傍畢名著誇叢53/藍吉富主編

203/ S H 1 /28 新編世界悌事名著課叢28/藍吉富主編 日

28 却3/SHI/:臼 新編世界悌畢名著書叢54/藍吉富主編

203/SHI/却 新編世界悌』襲名著謬叢29/藍吉富主編 54 

29 初'3/SHI/55 新編世界傍畢名著謬叢日/藍吉富主編

203/SHI/却 新編世界悌串名著諜叢30/藍吉富主編 55 
初 加3/SHI/部 新編世界傍畢名著誇叢56/藍吉富主編

203/ S H 1 /31 新編世界働事名著課叢31/藍吉富主編 56 
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加31S H 1 157 新編世界働事名著語叢57/藍吉富主編 82 

57 加13/SHI/83 新編世界働事名著謬叢83/藍吉富主編

加3/SHII部 新編世界備事名著謬叢58/藍吉富主編 お

部 加'3/SHI/84 新編世界備事名著語叢84/藍吉富主編

初'3/SHI/59 新編世界悌畢名著誇叢59/藍吉富主編 84 
59 却'31SH 1/85 新編世界悌事名著誇叢85/藍吉富主編

加'3/SHI/Iω 新編世界備畢名著誇叢ω/藍官官主編 85 

ω 加3/SHI/86 新編世界働畢名著語叢86/藍吉富主編

2031 S H 1 161 新編世界悌皐名著課叢61/藍吉富主編 86 
61 加31S H 1 187 新編世界悌串名著謬叢87/藍吉富主編

初31S H 1 162 新編世界僻事名著課叢62/藍吉富主編 87 
62 2031 S H 1 188 新編世界働事名著課叢88/藍吉富主編

2031 S H 1 163 新編世界悌皐名著諦叢63/藍脅寓主編 槌

63 2031 SH 1 189 新編世界悌撃名著諜叢89/藍吉富主編

203/SHI/Iω 新編世界働事名著課叢64/藍吉富主編 89 
ω 203/SHII卯 新編世界悌皐名著課叢90/藍吉富主編

2031 S H 1 165 新編世界備事名著鐸叢65/藍吉富主編 卯

邸 2031 S H 1 191 新編世界悌拳名著誇叢91/藍吉富主編

2031 S H 1 166 新編世界働事名著課叢66/藍吉富主編 91 

66 加3/SHI/92 新編世界悌畢名著誇叢92/藍吉富主編

初31S H 1 167 新編世界備事名著課叢67/藍吉富主編 92 

67 初'31SH 1 193 新編世界悌皐名著誇叢93/藍吉富主編

2031 S H 1 168 新編世界悌皐名著語叢68/藍吉富主編 93 
68 加13/SHI/倒 新編世界悌皐名著語叢94/藍吉富主編

初31S H 1 169 新編世界悌畢名著誇叢69/藍吉富主編 94 

69 初'3/SHI/95 新編世界備事名著誇叢95/藍吉富主編

加3/SHI/70 新編世界悌皐名著課叢70/藍官官主編 95 

70 却31S H 1 196 新編世界備事名著誇叢96/藍吉富主編

2031 S 1-1 1 171 新編世界僻事名著課叢71/藍吉宮主編 96 

71 加3/SHI/97 新編世界悌畢名著欝叢97/藍吉富主編

2031 S H 1 172 新編世界悌皐名著課叢72/藍官官主編 97 
72 却3/S1-11/98 新編世界悌皐名著諜叢98/藍吉富主編

加31SH 1173， 新編世界悌畢名著諜叢73/藍吉富主編 98 

73 2031 S H 1 199 新編世界備事名著誇叢99/藍吉富主編

2031 S H 1 174 新編世界備事名著課叢74/藍吉富主編 99 

74 2031 S H 1 11∞ 新編世界働皐名著誇叢1∞/藍吉富主

初3/SHI175 新編世界備事名著謬叢75/藍吉富主編 編 l∞

75 初31S H 1 1101 新編世界備事名著語叢 101/藍吉富主

加'31S H 1 176 新編世界備事名著誇叢76/藍吉富主編 編 101

76 2031 S H 1 1102 新編世界悌皐名著誇叢 102/藍吉富主

却3/SHI177 新編世界悌畢名著課叢77/藍吉富主編 編 102
77 2031 S H 1 1103 新編世界働事名著謬叢 103/藍吉富主

加3/SHI/78 新編世界備事名著課叢78/藍吉富主編 編 103

78 2031 S H 1 1104 新編世界悌拳名著諜叢 104/藍吉富主

加31S H 1 179 新編世界悌畢名著課叢79/藍吉富主編 編 104

79 加31S H 1 1105 新編世界悌皐名著諜叢 105/藍吉富主

2031 S H 1 180 新編世界備事名著諦叢80/底官官主編 編 105
加 2031 S H 1 1106 新編世界悌皐名著諜叢 106/藍吉宮主

2031 S H 1 181 新編世界備事名著諜叢81/藍育寓主編 編 106
81 2031 SH 1 1107 新編世界悌皐名著課叢 107/藍吉富主

2031 S H 1 182 新編世界悌皐名著課叢82/藍官官主編 編 107
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203/ SH 1 /108 新編世界働事名著誇叢 108/藍吉富主 編 133

編 108 203/ S H 1 /134 新編世界悌畢名著課叢 134/藍吉富主

203/ S H 1 /1ω 新編世界悌畢名著課叢 1ω/藍吉宮主 編 134

編 1ω 203/ S H 1 /135 新編世界悌串名著諦叢 135/藍吉富主

203/ S H 1 /110 新編世界悌畢名著課叢 110/藍育富主 編 lお

編 110 203/ S H 1 /136 新編世界備事名著諦叢 136/藍吉富主

203/ S H 1 /111 新編世界悌畢名著誇叢 111/藍吉富主 編 136

編 111 203/ S H 1 /137 新編世界悌畢名著隷叢 137/藍吉富主

203/ S H 1 /112 新編世界悌畢名著課叢 112/藍吉富主 編 137

編 112 203/ S H 1 /138. 新編世界悌畢名著謬叢 138/藍吉富主

203/ S H 1 /113 新編世界悌畢名著謀叢 113/藍吉富主 編 138

編 113 203/ S H 1 /139 新編世界働率名著課叢 139/藍吉富主

203/ S H 1 /114 新編世界悌畢名著謬叢 114/廷吉富主 編 139

編 114 203/ S H 1 /140 新編世界傍畢名著課叢 140/藍吉富主

203/ S H 1 /115 新編世界悌畢名著語叢 115/藍吉富主 編 140

編 115 203/ S H 1 /141 新編世界傍畢名著語叢 141/藍吉富主

203/ S H 1 /116 新編世界傍畢名著謬叢 116/藍吉富主 編 141

編 116 203/ S H 1 /142 新編世界備事名著課叢 142/藍吉富主

203/ S H 1 /117 新編世界悌皐名著謂叢 117/藍吉富主 編 142

編 117 加3/S H 1 /143.新編世界傍畢名著語叢 143/藍吉富主

203/ S H 1 /118 新編世界働畢名著語叢 118/藍吉富主 編 143

編 118 203/ S H 1 /144 新編世界傍皐名著語叢 144/藍吉富主

203/ S H 1 /119 新編世界傍畢名著謬叢 119/藍吉富主 編 144

編 119 203/ S H 1 /145 新編世界悌畢名著諜叢 145/藍吉富主

203/ S H 1 /120 新編世界働畢名著謬叢 120/藍吉富主 編 145

編 120 203/ S H 1 /146 新編世界働撃名著語叢 146/藍吉富主

203/ SH 1 /121 新編世界悌撃名著語叢 121/藍吉富主 編 146

編 121 203/ S H 1 /147 新編世界働事名著諦叢 147/藍吉富主

203/ S H 1 /122 新編世界悌畢名著謬叢 122/藍吉富主 編 147

編 122 203/ S H 1 /148 新編世界悌撃名著謁叢 148/藍吉富主

203/ S H 1 /123 新編世界悌撃名著諜叢 123/藍吉富主 編 148
編 1幻 203/ S H 1 /149 新編世界傍撃名著誇叢 149/藍吉富主

203/ S H 1 /124 新編世界悌畢名著書叢 124/藍吉富主 編 149

編 124 却3/S H 1 /150 新編世界備事名著誇叢 150/藍吉富主

却13/S H 1 /125 新編世界備事名著課叢 125/藍吉富主 編 150

編 1お 203/ S H 1 /151 新編世界働率名著課叢 151/藍吉富主

203/ S H 1 /126 新編世界悌皐名著諜叢 126/藍吉富主 編 151

編 126 422;凹5/TOK /17 唐研究第17巻/築新江主編第17巻

203/ S H 1 /127 新編世界悌撃名著語叢 127/藍吉富主 017.3/ 1 N T /13 List of publications received no.13 / 
編 127 [International College for Advanced 

203/ S H 1 /128 新編世界備皐名著誇叢 128/藍吉富主 Buddhist Studies Library) ，00. 13 
編 128 0112/ G AN 金剛山寺の版木:(財)大和文化財保

203/ S H 1 /129 新編世界悌皐名著課叢 129/藍書官主 存会援助事業による/元興寺文化財研

編 129 究所[編]

203/ S H 1 1130 新編世界働事名著諦叢 130/藍吉富主 0811RYUI訂 問答と論争の仏教:宗教的コミュニケ

編 1却 ーションの射程/マルティン・レップ.

203/ S H 1 /131 新編世界悌事名著課叢 131/藍吉富主 井上普幸編

編 131 倒11R YU /28 典籍と史料/大取一馬編

203/ S H 1 /132 新編世界備事名著謬叢 131/藍吉宮主 3ω.6/WC R WCRPの歴史:宗教協力による平和

編 132 への実践/WCRP歴史編纂委員会編

2031 S H 1 /133 新編世界悌撃名著諦叢 133/藍吉宮主 696/ T EM テーマfHIV/エイズを通してアフリ
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カの貧困・人権・暴力を考える:宗教 理論研究所匪編第41巻

者の役割j 266/ M 1 N /42 民国密宗期刊文献集成第42巻/子

516.8/ TEM テーマ『核兵器のない世界をめざしてj 瑞華主編，中園人民大串仰教興宗教事

-NPT再検討会議、 ARMSDOWNI 理論研究所匪編第42巻

から~ 023/1161/&.14 俄羅斯科畢院東方研究所聖彼得畳分所

3ω1.41 A J 1 アジアにおける平和の創造:第七回ア 戴黒水城文献 14/俄羅斯科事院東方

ジア宗教者平和会議・決定事項 研究所聖彼得盤分所，中園社曾科挙院

057/91/38 滞土宗の文化と美術:研究発表と座談 民族研究所，上海古籍出版社編 14

会/赤尾栄慶編集代表 023/1161/&.15 俄羅斯科事院東方文献研究所蔵黒水域

笈渇lS TM /:ぉ A lexicographical study of An 文献 15/俄羅斯科事院東方文献研究

Shigao's and his circle's Chinese 所，中園社曾科事院民族事典人類皐研

translations of Buddhist texts / 究所，上海古籍出版社繍 15

Tilmann Vetter 023/1161/&.16 俄羅斯科串院東方文献研究所蔵黒水城

お6/M 1 N /28 民国密宗期刊文献集成第28巻/子 文献16/俄羅斯科事院東方文献研究

瑞華主編，中国人民大準備教奥宗教事 所.中園社曾科事院民族撃輿人類撃研

理論研究所匝編第28巻 究所，上海古籍出版社繍 16

266/ M 1 N /29 民圃密宗期刊文献集成 第29巻/子 285.59/ S E N /7 戦前期仏教社会事業資料集成 第7

瑞華主編，中国人民大準備教興宗教皐 巻:真宗大谷派編 l 第7巻:真宗大

理論研究所塵編第29巻 谷派編l

却施IMIN/3O 民国密宗期刊文献集成第30巻/子 お5.59/S EN /8戦前期仏教社会事業資料集成 第8

瑞華主編，中園人民大事例教興宗教事 巻:真宗大谷派編2 第8巻:真宗大

理論研究所医編第30巻 谷派編2

266/M 1 N /31 民園密宗期刊文献集成 第31巻/子 お5.59/S E N /9 戦前期仏教社会事業資料集成 第9

瑞華主編.中園人民大事梯教輿宗教事 巻:浄土宗編 1第9巻:静土宗編1

理論研究所匪編第31巻 お5.59/S E N /10戦前期仏教社会事業資料集成 第 10

266/ M 1 N /32 民闘密宗期刊文献集成 第32巻/子 巻:浄土宗編2 第10巻:浄土宗編2

瑞華主編，中園人民大串悌教奥宗教撃 413.6/ S UW /1 諏訪史/宮地直一著第2巻 前 編

理論研究所匪編第32巻 第2巻 前 編

266/M 1 N /33 民圃密宗期刊文献集成第33巻/子 413.6/ S U W /2 諏訪史/宮地直一著第2巻 後 編

瑞華主編，中国人民大準備教奥宗教皐 第2巻後編

理論研究所匪編第33巻 023/11611&.17 俄羅斯科事院東方文献研究所職黒水城

波路，/M1 N /34 民圃密宗期刊文献集成第34巻/子 文献17/俄羅斯科畢院東方文献研究

瑞華主編.中国人民大事悌教奥宗教事 所，中園社曾科事院民族撃輿人類皐研

理論研究所罷編第34巻 究所，上海古籍出版社繍 17

266/ M 1 N /35 民岡密宗期刊文献集成第35巻/子 023/1161/ら18 俄羅斯科事院東方文献研究所載黒水城

瑞華主編.中園人民大事僻教興宗教事 文献 18/俄羅斯科事院東方文献研究

理論研究所匪編第35巻 所，中闘社曾科事院民族撃興人類皐研

266/MIN/.お 民園密宗期刊文献集成第36巻/子 究所.上海古籍出版社編 18

瑞華主編，中園人民大串悌教輿宗教事 023.1/529/1 大般若波羅密多経巻第二百六

理論研究所匿編第36巻 023.1/529/2 大般若波艇密多経巻第五百八十一

266/ M 1 N /37 民圃密宗期刊文献集成第37巻/子 023.1/529/3 大賓積経巻第一百十一

瑞華主編，中国人民大串悌教興宗教事 023.1/529/4 大方等大集経巻第四十三

理論研究所匪編第37巻 位3.1/529/5 妙法蓮華経巻第七

266/ M 1 N /39 民圃密宗期刊文献集成 第39巻/子 023.1/529/6 阿惟越致遮経巻上

瑞華主編，中園人民大事仰教興宗教撃 023.1/52917 大雲経請雨品第六十四

理論研究所匪編第39巻 023.1/529/8 雑阿含経巻第三十

筑渇，/M 1 N /40 民国密宗期刊文献集成第40巻/子 位3.1/529/9 雑阿含経巻第三十九

瑞華主編.中園人民大事悌教輿宗教事 位3.1/529/10 仏本行集経巻第十九

理論研究所陸編第40巻 023.1/529/11 十諦尼律巻第四十六

266/ M 1 N /41 民圃密宗期刊文献集成 第41巻/子 023.1/529/12 御製秘蔵詮

瑞華主編，中園人民大準備教興宗教事 0幻.1/5291B 開賓遺珍[解説]/方蹟錨.李際寧主
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繍[解説] 34 

2062/ B U K /12 憂茶羅集軽弁本/赤尾栄慶編集代表 052/5却 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年

081/ K 0 N /107 大学とメディアとの新たなる連携を求 報 35/長谷川仏教文化研究所[編]

めて:教育・研究・社会貢献 お

081/ K 0 N /110 東アジアにおける職争と絵画 白2/530 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年

081/ K 0 N /111 日本語教育用学習支援システムを利用 報 35/長谷川仏教文化研究所[編]

した読解教材の開発 35 

081/ K 0 N /112 日本におけるマイノリティ企業家の研 侃0/1ω 天理大学学報 62(1-3)，臼(1-3)

究 [225-230]/天理大学人文学会62(1-3)，

081/ K 0 N /113 アジア地域における“持続可能な未来" 日 (1・3)[225-230] 

のための環境教育学 郎0/1070 人間文化:愛知学院大学人間文化研究

侃3/467 平和のための宗教:対話と協力4/[世 所紀要25-26/愛知学院大学人間文化

界宗教者平和会議日本委員会平和研究 研究所25-26

所編集]4 052/3掲. 働教研究ぬ40/国際傍教徒協曾[編]

侃0/465 愛知学院大学文学部紀要品41/愛知 お40

学院大学文学会仰41 055/452 Maydan:中東フォーラム28-30/固

0閃/71“ アジア文化研究所研究年報制-45/東 際大学中東研究所28-30

洋大学アジア文化研究所[編]制-45 白，2/529 密教学会報48-50/高野山大学密教学

庇泊/幻7 大谷大事研究年報俗-64/大谷学会 会48-50

協-64 白，2/391 密教学研究必-44/大正大学真言学研

051/104 教化研究 147・151/教化研究所[編] 究室内日本密教学会事務局必-44

147-151 問/お4 横浜市立大学論叢.人文科学系列 62

邸1/146 真宗総合研究所研究紀要27・.28/大谷 (1-3) /横潰市立大撃事術研究曾編62

大学[編]27-28 (1-3) 

側 1/623 椙山女学園大学研究論集.人文科学篇 白0/334 横浜市立大学論叢，人文科学系列 63

41-43 41-43 (1-3) /横漬市立大事皐術研究曾編臼

α珂1/1078 創価大学人文論集22-24/創価大学人 (1-3) 

文学会22-24 α却1/457B 立正大学人文科学研究所年報.別冊

052/530 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 15-18/立正大学人文科学研究所 lら18

報 29-30/長谷川仏教文化研究所[編] 0日/774 The Arizona quarterly 67 (1-4) 67 

2与却 (1-4) 

052/530 大乗淑徳学闇長谷川仏教文化研究所年 白8/774 The Arizona quarterly 68 (1-4)鎚

報 31/長谷川仏教文化研究所[編] (1-4) 

31 出4ノ'813 East Asian history ~弘31/Australian 
侃，2/反則 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 National University. Institute of 

報 32/長谷川仏教文化研究所[編] Advanced Studies 妥協1

32 侃4/813. East Asian history 32-35/ Australian 
邸2/5却 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 National University. Institute of 

報 32/長谷川仏教文化研究所[編] Advanced Studies 32-:お
認 侃4ぽ)8 考古却11(1-4) [520-523J 却11(1-4) 

邸，2/530 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 [5:処-523]

報 33/長谷川仏教文化研究所[編] 白41揃 考古2011(5-8) [524-527J 2011 (5-8) 

33 [524-527] 

侃，2/~如 大乗淑態学園長谷川仏教文化研究所年 侃4/日泡 考古却11(9-12) [5処 531] 却11(9-12) 

報 33/長谷川仏教文化研究所[編] [528-531] 

お 050/1061 新彊大学学披. 39 (1-3)口53-1日]哲

052/5却 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 学・人文社会科学版=Journal of 
報 34/長谷川仏教文化研究所[編] Xinjiang University 39(1・3)[153-155] 

34 α泊1/1061 新彊大学学掘. 39 (4-6) [1品 158]哲

052/，ま抑 大乗淑徳学園長谷川仏教文化研究所年 学・人文社会科学版=Journal of 
報 34/長谷川仏教文化研究所[編] X泊jiangU凶versity 39(4-6) [156-158] 
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052/532 

054/5ω. 

0日/5ω

中華働撃事報23-2523-25 050/1068 
文物 2011(1-6) [65ω61J /文物編

輯委員会初日 (1-6)[日ら侃日 050/1068 

文物加11(7・12)[66初 67J/文物編

輯委員会 20日 (7・12)[662-667J 

北京大学学m..哲学社会科学版2011
(1・3)[263・.265J 2011 (1-3) [263-265] 
北京大学学披.哲学社会科学版2011

(4-6) [おら2回] 2011 (4-6) [266-2鎚]

R邸FARCHINSTITUTE FOR BUDDHIST CULTURE 
Ryukoku Univcl"sicy (則BC)

Kyoto， )apan Deccmber 2013. 
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